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始動！ 医歯学融合教育特集

　2010年10月28日、本学名誉教授である鈴木
章夫前学長が逝去され、12月18日にお別れの
会が催されました。 鈴木前学長は、大学の教
育研究の広報活動に注力され、2002年に広報
誌『Bloom！』を創刊されました。謹んでご冥福
をお祈り申し上げます。
　本号の特集では、2011年から開始される医歯
学融合教育を取り上げ、構想が出来上がった
経緯、現時点でのカリキュラムの進捗、未来に
向けた目標などを再確認しました。
　「医療研究最前線」は、高柳広教授の骨免疫
学的アプローチで関節リウマチの骨破壊を抑制
する研究と、烏山一教授の好塩基球の生体内
での役割に関する研究をリポートしています。そ

のほか連載記事では、日本の大学病院で初めて
インプラント治療専門外来を開設した歯学部附
属病院インプラント外来、1976年に本学歯学
部を卒業し、78年から米国ノースカロライナ大
学チャペルヒル校で活躍している山内三男教授、
漕艇部の医学部3年生新中さやかさんに、それ
ぞれスポットを当てました。また、産学連携リ
ポートでは、ソニーオープンラボでの最新の活動
状況をまとめています。キャンパスインフォメーショ
ンでは、国際サマープログラムや、10月12日の
東京医科歯科大学創立記念日に開催された第
一回ホームカミングデイ、並びに高大連携の状
況をお届けします。
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２
０
１
０
年
8
月
4
日
か
ら
15
日
ま
で
、
私
と
佐
々
木
理
事（
企
画
・
国
際
交
流
担
当
）、

が
ん
研
究
に
取
り
組
む
臨
床
部
門
の
教
授
、江
石
、渡
辺
、杉
原
、河
野
先
生
、基
礎
研
究
部
門
の
教
授
、

湯
浅
、
稲
澤
先
生
他
と
と
も
に
、「
東
京
医
科
歯
科
大
学
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
共
同
研
究
拠
点

（
L
A
C
R
C
）」の
開
設
記
念
式
典
挙
行
の
た
め
チ
リ
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
開
所
記
念
式
典
に
併
せ
て
、
中
南
米
に
お
け
る
早
期
大
腸
が
ん
診
断
と
治
療
に
関
す
る

国
際
教
育
研
究
活
動
を
推
進
す
る
べ
く「
日
智
消
化
器
が
ん
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

8
月
9
日
の
開
所
式
に
は
、
チ
リ
国
保
健
省
、
チ
リ
大
学
、
在
チ
リ
日
本
大
使
館
、
J
I
C
A
チ
リ
支
所
等
か
ら
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、

さ
ら
に
は
、
1
9
8
0
年
か
ら
1
9
9
5
年
に
か
け
て
、
本
学
が
実
施
し
た
胃
が
ん
早
期
発
見
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
J
I
C
A
の
支
援
事
業
）に
参
加
し
た
エ
ク
ア
ド
ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
か
ら
も
2
人
の
医
師
を
招
聘
し
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｃ（
ラ
ス
コ
ン
デ
ス
病
院
）が
保
健
省
に
対
し
て
申
請
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｆ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
）に
沿
っ
て
、

期
待
さ
れ
る
臨
床
・
教
育
・
研
究
面
で
の
人
材
養
成
と
い
う
重
い
責
任
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
ず
は
、
本
学
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｃ
、
サ
ン
ボ
ル
ハ
病
院
や
、
今
後
開
設
予
定
の
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
臨
床
指
導
を
行
う
予
定
で
、

既
に
２
０
１
０
年
4
月
以
降
、
内
視
鏡
部
門
・
病
理
部
門
の
医
師
ら
を
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
派
遣
し
て
お
り
、
活
動
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
3
万
人
を
対
象
に
し
た
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
10
月
か
ら
医
学
部
の
4
年
生
6
人
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
メ
ス
タ
ー
期
間
を
利
用
し
て
、

5
カ
月
間
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に
短
期
留
学
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
チ
リ
国
内
の
著
名
な
大
学
、

チ
リ
大
学
お
よ
び
ア
ウ
ス
ト
ラ
ル
大
学
と
の
交
換
留
学
を
想
定
し
、
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
2
人
の
常
駐
研
究
者
を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
ガ
ー
ナ
の
野
口
記
念
医
学
研
究
所（
野
口
研
）に
も
医
学
部
の
4
年
生
を
、

２
０
１
０
年
度
中
に
4
人
派
遣
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
23
日
に
は
、
タ
イ
に「
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
・

東
京
医
科
歯
科
大
学
研
究
教
育
協
力
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。
開
所
記
念
式
典
に
は
、
在
タ
イ
日
本
大
使
館
・
日
本
商
工
会
・

日
本
人
会
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
タ
イ
支
所
等
か
ら
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
学
生
派
遣
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
て
学
部
学
生
た
ち
が
、
在
学
中
に
常
駐
研
究
者
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
つ
つ
、
国
際
貢
献
の
あ
り
様
、

連
携
研
究
の
楽
し
さ
、
現
地
で
の
人
材
育
成
の
喜
び
を
体
感
す
る
こ
と
は
、
き
っ
と
彼
ら
が
自
分
の
将
来
像
を
描
く
に
当
た
り

大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
奨
励
金
と
し
て
50
万
円
を
限
度
に
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

学
部
学
生
だ
け
で
な
く
、
大
学
院
生
に
対
し
て
も
、
彼
ら
の
研
究
業
績
を
顕
彰
し
、
海
外
研
修
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
大
学
院
生
に
は
、
渡
航
費
及
び
滞
在
費
等
と
し
て
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

先
端
的
研
究
あ
る
い
は
高
度
医
療
の
研
修
を
目
指
す
海
外
派
遣
で
は
あ
り
ま
す
が
、

発
展
途
上
国
に
お
け
る
医
療
現
場
を
目
の
当
た
り
に
す
る
実
体
験
は
、
そ
う
し
た
地
域
に
お
け
る
研
究
・
医
療
上
の
国
際
貢
献
と
は
、

い
か
な
る
も
の
か
、
い
か
に
価
値
あ
る
も
の
か
、
感
得
す
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
経
験
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

世
界
に
通
ず
る
、
否
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
者
・
医
療
人
養
成
は
本
学
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、

学
生
の
海
外
派
遣
を
は
じ
め
、
海
外
拠
点
の
整
備
・
拡
充
、
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
世
界
か
ら
も
優
秀
な
留
学
生
を
呼
び
寄
せ
る

積
極
的
な
支
援
策
を
講
じ
た
い
、
否
、
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
学
長

大
山
喬
史

国
際
感
覚
を
備
え
た
人
材
育
成
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山内三男教授

ノースカロライナ大学デンタルリサーチセンター

3号館（左）とＭ&Dタワー（右）
の間から見上げると目に入る、
医科新棟壁面のシンボルマー
ク。未来に向かって力強く伸
びる東京医科歯科大学をイ
メージさせるキャンパス風景
です。 旧3号館は、現在取り
壊しが始まっており、御茶ノ
水方面から、Ｍ&Dタワーの全
貌を見ることができます。

今号の表紙

Ｍ&Dタワー26階のファカルティラウ
ンジからは、眼下に御茶ノ水駅周辺
のエリアが一望できます。ラウンジは、
学会、 シンポジウム、各種会議など
医歯学の交流の場として利用されて
います。
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医歯学融合教育支援センター長
田中雄二郎教授

大学院医歯学総合研究科
荒木孝二教授

に
参
加
し
た
教
員
た
ち
は
衝
撃
を
受
け
た

の
だ
と
い
う
。

　

帰
国
後
、
参
加
グ
ル
ー
プ
は
研
修
報
告

と
し
て「
本
校
で
も
医
歯
学
融
合
教
育
を

実
現
で
き
な
い
か
」と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

大
山
学
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
教
員
が
興

味
を
示
し
、「
医
歯
学
融
合
教
育
新
構
想

検
討
部
会
」が
発
足
。
本
格
導
入
に
向
け

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

　

融
合
ブ
ロ
ッ
ク
に
設
定
さ
れ
た
共
通
科

目
は
、
2
年
次
か
ら
6
年
次
ま
で
の
各
段

階
で
集
中
し
て
学
べ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ

て
い
る
。

　

例
え
ば
、
医
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

1
コ
マ
80
分
の
4
時
限
で
設
計
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
歯
学
科
は
1
コ
マ
60
分
の

6
時
限
で
設
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
時
間
の
差
異
を
埋
め
る
た
め
、「
共
通

科
目
の
み
受
講
す
る
日
」「
共
通
科
目
だ

け
受
講
す
る
週
」
と
い
う
よ
う
に
共
通
科

目
の
実
施
を
集
中
さ
せ
た
。
両
学
科
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
影

響
を
抑
え
る
た
め
で
あ
る
。

ハーバード派遣教員からの

提案

2009年2月23日

教育担当理事より教育推進

協議会に提示

2009年3月14日

大山学長からの推進指示2009年3月31日

小村健教授を座長とする「医

歯学融合教育新構想検討

部会」発足

2009年4月

「医歯学融合教育支援センタ

ー」発足

2010年4月
医学科・歯学科合同教員研修会

2009年9月19日

医歯学融合教育に関する教

員研修会

2010年9月29日

医歯学融合教育スタート2011年4月

心疾患を持つ患者の歯科治療風景。 
高齢化が進むにつれ、 
このような治療の増加が予想される。

2009年のPHMI（パートナーズ・ハーバード・メディカル・イ
ンターナショナル）派遣教員。16人が研修に参加した。

ッ
ク
の「
頭
頸
部
基
礎
・
臨
床
」と
し
て
設

定
し
た
。

　

融
合
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、
こ
の
ほ
か「
老
年

医
学
」「
包
括
医
療
」「
基
盤
教
育
」
な
ど

が
設
定
さ
れ
た
。
教
養
部
で
の
教
育
は
1

年
間
に
凝
縮
さ
れ
た
が
、
教
養
科
目
の
一

部
は
2
年
次
以
降
も
適
宜
履
修
で
き
る
よ

う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

医
歯
学
融
合
と
い
う
、
日
本
で
は
前

例
の
な
い
教
育
シ
ス
テ
ム
の
お
手
本
と

な
っ
た
の
は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
国

際
教
育
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
だ
っ
た
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、

2
0
0
2
年
よ
り
Ｐ
Ｈ
Ｍ
Ｉ（
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）と
医
学
教
育
提
携
契
約
を

締
結
し
て
お
り
、
毎
年
10
数
人
の
教
員
を

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
派
遣
し
て
教
育
研
修

を
実
施
し
て
い
た
。
2
0
0
9
年
、
こ
の

研
修
に
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
案
さ

れ
た
報
告
書
こ
そ
が
、
医
歯
学
融
合
教
育

が
誕
生
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
4
年
間
の
教
育

課
程
の
う
ち
臨
床
実
習
を
除
く
2
年
次
ま

で
、
医
学
と
歯
学
と
で
共
通
の
教
育
を
行

っ
て
い
る
。そ
う
い
っ
た
下
地
が
あ
る
た
め
、

ハ
ー
バ
ー
ド
の
学
生
た
ち
は
医
学
全
般
に

関
し
て
も
知
識
が
あ
り
、
ど
ん
な
分
野
で

あ
っ
て
も
意
見
を
ぶ
つ
け
合
う
こ
と
が
で

き
る
。
傍
目
に
は
医
学
生
か
歯
学
生
か
見

分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
の
光
景
に
、
研
修

　

近
年
、
高
齢
者
の
口
腔
内
の
健
康
と
全

身
疾
患
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、

医
学
と
歯
学
と
の
学
際
的
な
領
域
が
広

が
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
冠
状
動
脈
疾

患
、
脳
卒
中
な
ど
の
全
身
疾
患
に
、
歯
の

喪
失
や
歯
周
病
な
ど
が
影
響
す
る
こ
と
か

ら
、
口
腔
内
の
健
康
状
態
が
全
身
の
健
康

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
は
じ

め
た
た
め
だ
。

　

医
歯
学
融
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の

田
中
雄
二
郎
教
授（
臨
床
医
学
開
発
分
野
）

は
、
医
歯
学
融
合
教
育
の
意
義
を
語
る
。

　
「
現
在
、
歯
科
に
理
解
の
あ
る
医
師
は

非
常
に
少
な
い
。
人
が
生
き
る
こ
と
と
直

結
し
て
い
る『
食
べ
る
』と
い
う
行
為
を
左

右
す
る
口
腔
内
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
医
師
に
必
須
の
知
識
と
い
え

ま
す
」

　

高
齢
化
に
よ
り
在
宅
医
療
や
訪
問
診
療

な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
増
せ
ば
、
医
学
、
歯
学

に
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ま
で
含
め
た
チ
ー
ム

医
療
の
重
要
性
は
今
以
上
に
増
す
。
こ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
学
生
の
う
ち
か
ら
チ
ー

ム
医
療
に
つ
い
て
学
び
、
体
験
す
る
絶
好

の
機
会
と
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
の
荒
木
孝

二
教
授（
歯
学
教
育
シ
ス
テ
ム
評
価
学
分

野
）は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
「
歯
科
医
師
だ
か
ら
と
い
っ
て
口
腔
内

の
知
識
し
か
持
た
な
い
の
で
は
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
全
身
の
こ
と
が
分
か
ら
な

い
と
口
腔
内
の
管
理
も
で
き
ま
せ
ん
」

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
に
入
学
す
る
と
、

医
学
科
、
歯
学
科
い
ず
れ
の
学
生
も
国
府

台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
養
部
で
2
年
間
の
教

養
教
育
を
受
け
る
。
3
年
次
か
ら
は
、
医

学
、
歯
学
の
専
門
課
程
に
分
か
れ
て
学
ぶ

こ
と
と
な
り
、
以
降
は
両
学
科
が
教
育
に

お
い
て
交
流
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
な

い
。
長
年
続
い
た
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、

2
0
1
1
年
度
か
ら
大
き
く
変
わ
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
最
大
の
特
徴
は
、

医
学
科
、
歯
学
科
の
専
門
科
目
の
一
部
を

共
通
科
目
と
し
た「
融
合
ブ
ロ
ッ
ク
」の
導

入
で
あ
る
。
例
え
ば
、
口
腔
、
咽
頭
、
鼻

腔
な
ど
の
部
位
が
含
ま
れ
る「
頭
頸
部
」は
、

医
学
科
、
歯
学
科
と
も
に
か
か
わ
り
の
深

い
領
域
で
あ
り
、
こ
の
分
野
を
融
合
ブ
ロ

　
「
こ
の
ほ
か
、
大
人
数
を
収
容
し
得
る

講
義
室
な
ど
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
や
、
両
学

科
生
の
医
学
に
関
す
る
知
識
の
違
い
と
い

っ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
の
ほ
う
が
大
き
い
」（
田

中
教
授
）

　

医
歯
学
融
合
教
育
は
、
両
学
科
に
と
っ

て
も
好
都
合
だ
っ
た
。
医
学
科
は
、
現
行

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
改
編
し
て
か
ら
19
年
ほ

ど
経
っ
て
お
り
、
現
行
の
問
題
点
を
吸
収

し
た
上
で
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
改
編
す
る

必
要
性
を
検
討
し
て
い
た
。
ま
た
、
近
年

教
員
の
診
療
、
研
究
負
担
が
増
し
て
い
た

た
め
、
教
え
る
量
は
減
ら
さ
ず
に
効
率
よ

く
教
育
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
医
歯
学
融
合
教
育

は
、
こ
の
問
題
を
解
消
す
る
上
で
も
非
常

に
有
効
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
「
当
初
は
戸
惑
い
を
見
せ
る
教
員
も
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
学
生
た
ち
は
自
然
と

溶
け
込
む
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い

ま
す
。
教
養
部
で
一
緒
に
過
ご
し
た
仲
間

と
専
門
課
程
の
部
分
で
も
一
緒
に
学
ぶ

と
い
う
こ
と
に
違
和
感
は
な
い
で
し
ょ
う
。

我
々
の
世
代
で
も
本
学
で
は
医
学
と
歯
学

の
つ
な
が
り
は
強
く
、
医
歯
学
の
隔
た
り

も
感
じ
ま
せ
ん
。
実
は
私
と
田
中
先
生
も

同
期
で
、
今
回
の
件
に
関
し
て
も
、
お
互

い
に
と
こ
と
ん
議
論
で
き
ま
し
た
」（
荒

木
教
授
）

　

医
歯
学
融
合
教
育
は
、
東
京
医
科
歯
科

大
学
の
強
み
を
発
揮
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
き
っ
か
け
と

な
っ
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
研
修
か
ら
1
年

半
ほ
ど
経
過
し
た
今
、
本
格
導
入
に
向
け

て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

共
通
科
目
と
し
て

融
合
ブ
ロ
ッ
ク
を
導
入

き
っ
か
け
は

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
基
礎
教
育

数
々
の
課
題
を
ク
リ
ア
し

最
善
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

医歯学融合教育の導入で
医療系総合大学の
強みを発揮する好機

Part 1 「経緯」

 始  動！
医歯学融合教育

東京医科歯科大学は2011年度から「医歯学融合教育」を開始する。
包括的な視野を持つ医療人の育成を目的に、医学と歯学が共通して学ぶべき科目を合同で行う画期的なカリキュラムだ。

長年別 に々行われてきた両学科の教育カリキュラムの改編にあたり、
この新たな試みが実現するに至った経緯をたどるとともに、

現時点でのカリキュラムの進捗や未来に向けた目標などを再確認する。

Start 
Interprofessional 

Education

2009年9月に、
医歯学融合教育をテーマに
医学科・歯学科合同教員

研修会が開催された。
医学科、歯学科の教員同士が

教育の現状や問題点について、
グループ討論などを行った。
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2
0
1
1
年
度
4
月
の
入
学
生
か
ら
開
始
す
る
医
歯
学
融
合
教
育
。
現
段
階
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ど
の
よ
う
に
設
計
が
進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

Par
t
2
で
は
、
医
学
部
医
学
科
、
歯
学
部
歯
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
携
わ
る
教
員
に
具
体
的
な
話
し
を
聞
い
た
。

ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

学
生
2
人
で
お
一
人
の
頭
頸
部
を
つ
ぶ
さ

に
観
察
し
、
今
ま
で
以
上
に
濃
密
に
学
べ

る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
」（
山
口
久
美

子
特
任
講
師
）

　

医
学
科
で
は
3
年
次
の
臨
床
医
学
の
講

義
を
循
環
器
や
消
化
器
な
ど
分
野
の
系
統

ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
た
。
2
年
次
の
基

礎
に
続
き
、
3
年
次
で
は
合
同
の
頭
頸
部

臨
床
ブ
ロ
ッ
ク
（
4
週
間
）
を
行
う
。
ま

た
、
そ
れ
に
引
き
続
き
、
老
年
医
学
（
2

週
間
）
で
は
、
高
齢
者
医
療
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
、
実
際
の
高
齢
者
患
者
に
よ
る
講

義
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
、
体
系
的
に
学

べ
る
仕
組
み
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
。

　

医
歯
学
融
合
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
別
に
、
2

年
次
か
ら
4
年
次
ま
で
の
週
1
日
「
医
歯

学
基
盤
教
育
枠
」を
設
け
る
。
こ
こ
で
は
、

「
医
学
英
語
」「
臨
床
統
計
」「
生
命
倫
理
」

の
3
科
目
を
学
ぶ
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
統

計
や
倫
理
な
ど
は
学
習
ス
テ
ー
ジ
が
早
す

ぎ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
専
門

科
目
、
臨
床
科
目
の
進
行
具
合
に
合
わ
せ

て
2
年
次
か
ら
順
次
学
べ
る
よ
う
に
設
定

し
ま
し
た
」（
高
田
和
生
特
任
准
教
授
）

　

従
来
、
統
計
や
倫
理
は
、「
学
生
に
と

っ
て
将
来
必
要
だ
か
ら
」と
い
う
理
由
で
、

医
歯
学
専
門
教
育
の
始
ま
る
前
に
、
ま
っ

た
く
独
立
し
て
教
育
し
て
き
た
。し
か
し
、

「
そ
れ
で
は
学
生
の
動
機
づ
け
が
難
し
く
、

ま
た
医
療
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で

学
習
さ
れ
な
い
た
め
活
き
た
知
識
／
概
念

の
習
得
に
は
至
り
に
く
か
っ
た
」（
高
田

特
任
准
教
授
）
と
い
う
。

　

一
方
、
医
学
英
語
で
は
こ
れ
ま
で
に
も

小
グ
ル
ー
プ
議
論
を
主
体
と
し
た
教
育
を

行
っ
て
お
り
、
倫
理
的
問
題
や
臨
床
統
計

に
関
す
る
議
論
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

き
た
。
そ
こ
で
、
新
し
く
立
ち
上
げ
る
医

歯
学
基
盤
教
育
枠
で
は
、
並
行
し
て
進
む

医
歯
学
専
門
教
育
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
る

知
識
と
経
験
を
基
に
、
医
学
英
語
を
ハ
ブ

と
し
、
統
計
お
よ
び
倫
理
の
学
習
動
機
づ

け
を
促
す
。
医
学
／
医
療
と
い
う
コ
ン
テ

ク
ス
ト
の
中
で
統
計
・
倫
理
を
学
ぶ
と
い

う
形
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
医
学
／
医
療
の
分
野
に
お
い
て
、
地

球
規
模
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク

や
倫
理
的
問
題
に
精
通
し
、
同
分
野
の
世

界
標
準
言
語
で
あ
る
英
語
で
議
論
で
き
る

こ
と
は
重
要
で
す
。
臨
床
統
計
の
概
念
と

背
景
理
論
を
理
解
し
、
常
に
批
判
的
な
思

考
を
働
か
せ
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
患

者
主
体
の
最
良
の
医
療
・
歯
科
医
療
を
提

供
で
き
る
医
師
・
歯
科
医
師
に
不
可
欠
な

基
盤
資
質
を
、
こ
の
枠
を
通
じ
て
学
ん
で

ほ
し
い
」（
高
田
特
任
准
教
授
）

　

医
学
科
で
は
系
統
ご
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
編

成
を
変
更
す
る
一
方
、
歯
学
科
で
も
そ
れ

に
呼
応
す
る
べ
く
改
編
が
行
わ
れ
る
。

　

歯
学
科
で
は
こ
れ
ま
で
、
歯
科
医
師
を

育
成
す
る
た
め
の
教
育
に
重
き
が
置
か
れ
、

全
身
的
な
医
学
の
知
識
は
予
備
知
識
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
る
傾
向
が
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
。
し
か
し
、
医
歯
学
融
合
教
育
の

開
始
に
あ
た
り
こ
の
傾
向
を
逆
転
。
臨
床

医
学
の
基
礎
の
上
に
歯
科
医
学
を
据
え

る
学
問
体
系
を
構
築
す
る
。

　

歯
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
の
ポ
イ

ン
ト
を
、
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
の

水
口
俊
介
教
授
は
語
る
。

　
「
医
療
分
野
に
お
い
て
口
腔
領
域
の
重

要
性
が
増
し
て
い
る
た
め
、
全
身
を
学
ん

で
か
ら
高
度
な
歯
学
教
育
を
受
け
て
ほ
し

い
と
考
え
ま
し
た
。
学
生
に
は
歯
科
医
師

で
あ
る
以
前
に
医
療
従
事
者
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
上

で
歯
科
医
師
と
し
て
の
専
門
的
な
技
術
や

知
識
を
学
習
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
」

　

こ
う
し
た
学
び
の
体
系
を
通
し
て
、
全

身
疾
患
を
患
っ
た
患
者
に
対
応
で
き
、
将

来
、
指
導
的
立
場
に
立
つ
よ
う
な
歯
科
医

師
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
3
年
次
の
頭
頸
部
臨
床
ブ
ロ

ッ
ク
の
設
置
に
合
わ
せ
、
歯
学
科
で
は「
病

態
科
学
」「
臨
床
歯
学
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
」と
い
う
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
新
設
。
学
生

が
基
礎
か
ら
臨
床
へ
、
そ
し
て
、
頭
頸
部

臨
床
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
に
、「
何
を
学
ん
で
か
ら
融

合
教
育
を
受
け
る
か
」
を
、
常
に
意
識
で

き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
だ
け
で
は
な
く
、

学
び
の
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

患
者
が
歯
学
生
に
対
し
て
自
分
の
体
験

を
踏
ま
え
た
講
義
を
行
う「
患
者
と
医
療

者
」と
い
う
新
し
い
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
そ
れ
だ
。

現
行
で
も
教
養
部
で
患
者
の
体
験
談
を

聞
く
機
会
は
あ
る
が
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
は
5
年
次
に
行
う
予
定
で
、
患
者
主
体

の
臨
床
姿
勢
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
生
時
代
か
ら
グ
ル
ー
プ
で

討
議
し
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
を
習

慣
づ
け
る「
Ｔ
Ｂ
Ｌ（T

eam
-B

ased 
Learning

）」を
各
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
導
入
。

こ
れ
ま
で
通
り「
Ｐ
Ｂ
Ｌ（Problem

-based 
Learning

）」
と
組
み
合
わ
せ
て
、
よ
り

実
践
的
な
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
最
終
段
階
で
は
、

2
0
1
0
年
9
月
の
Ｐ
Ｈ
Ｍ
Ｉ（
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）派
遣
員
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。
そ
の
時
の
参
加
者
で
あ
る

ハ
ー
バ
ー
ド
研
修
歯
科
グ
ル
ー
プ
の
若
林

則
幸
准
教
授
に
よ
れ
ば
、
滞

在
中
の
10
日
間
で
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
大
部
分
が
具
体
化

さ
れ
た
と
い
う
。

　
「
Ｔ
Ｂ
Ｌ
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
い

っ
た
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
の
効

果
的
な
導
入
方
法
、
基
礎
と

臨
床
の
組
み
合
わ
せ
方
な
ど
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
や
り
方

を
参
考
に
し
な
が
ら
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
組
み
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。
医
師
や
歯
科
医
師

は
大
学
を
卒
業
し
た
後
も

一
生
学
び
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
仕
事
で
す
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
在
学
中
か

ら
学
び
方
や
情
報
の
調
べ
方
を
身
に
付

け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
若

林
准
教
授
）

　

口
腔
医
療
、
全
身
医
療
の
進
歩
、
複
雑

化
に
よ
り
、
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
に
は

医
学
、
歯
学
を
は
じ
め
と
し
た
コ
・
メ
デ

ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
に
よ
る
包
括
的

医
療
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

医
歯
学
融
合
教
育
に
よ
り
、
医
療
系
総

合
大
学
の
特
性
を
生
か
し
た
「
超
高
齢
化

社
会
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果
た
す
医

療
人
の
養
成
」
が
実
現
に
向
け
て
確
実
に

動
き
出
し
て
い
る
。

特集

医
歯
学
基
盤
教
育
枠
を
通
じ
て

批
判
的
思
考
を
身
に
付
け
る

医
学
の
基
礎
を
学
ん
だ
上
で

歯
学
の
知
識
や
技
術
を
習
得

学
び
方
・
調
べ
方
が
身
に
付
く

Ｔ
Ｂ
Ｌ
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
導
入

始
動
！ 

医
歯
学
融
合
教
育

患者主体の
医療を体験できる
チュートリアル教育を導入

Part2 「歯学部歯学科の現在」

が
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

　

例
え
ば
、
脳
を
除
く
首
か
ら
上
の
部
位

に
つ
い
て
学
ぶ
頭
頸
部
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
発
生
学
や
生
理
学
の
概
論
を
学
び
、

一
通
り
の
解
剖
を
経
験
し
た
後
の
過
程
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
基
礎
と
な
る
知

識
を
得
た
上
で
融
合
教
育
を
開
始
し
た
方

が
、
双
方
と
も
に
理
解
が
深
ま
る
と
考
え

た
結
果
だ
。

　
「
こ
れ
ま
で
歯
学
科
の
解
剖
学
実
習
で

は
、
学
生
4
人
で
お
一
人
の
頭
頸
部
を
学

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
で
は
、「
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
医
学
的
知
識
と
全
身
管
理
能
力
」

「
基
礎
歯
科
医
学
と
臨
床
歯
科
医
学
が
リ

ン
ク
す
る
実
践
的
な
応
用
力
」「
患
者
主

体
の
歯
科
医
科
を
実
践
す
る
心
と
技
術
の

バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

重
視
し
、
医
歯
学
融
合
で
学
ぶ
べ
き
内
容

が
絞
り
込
ま
れ
た
。

　

科
目
ご
と
に
見
て
い
く
と
、
2
年
次
の

「
頭
頸
部
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
」、3
年
次
の「
頭

頸
部
臨
床
ブ
ロ
ッ
ク
」、「
老
年
医
学
ブ
ロ

ッ
ク
」
と
い
う
3
つ
の
医
歯
学
融
合
ブ
ロ

ッ
ク
は
、
そ
れ
ぞ
れ
2
〜
4
週
間
集
中
し

て
受
講
す
る
。
こ
れ
ら
の
科
目
で
は
、
内

容
は
も
ち
ろ
ん
、
学
ぶ
時
期
、
順
番
な
ど

頭
頸
部
や
老
年
医
学
は

ブ
ロ
ッ
ク
で
学
習

臨床科目の習熟度に
合わせた
実践的なカリキュラム内容

Part2 「医学部医学科の現在」

医歯学融合教育支援センター
高田和生特任准教授

医歯学融合教育支援センター
山口久美子特任講師

大学院医歯学総合研究科 
全部床義歯補綴学分野

水口俊介教授
大学院医歯学総合研究科 
部分床義歯補綴学分野

若林則幸准教授

■図1　東京医科歯科大学でしか学べない教育
1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

医
学
科

歯
学
科

教養教育

基
礎
医
学

基
礎
医
学

頭
頸
部
基
礎

頭
頸
部
基
礎

包
括
医
療
統
合
教
育

国
家
試
験

臨
床
実
習

臨
床
実
習

包
括
医
療
統
合
教
育

卒
業
試
験

臨
床
歯
学

プ
ロ
ジェク
ト

セ
メ
ス
タ
ー

プ
ロ
ジェク
ト

ク
ォ
ー
タ
ー

臨
床
医
学

臨
床
医
歯
学

頭
頸
部
臨
床

頭
頸
部
臨
床

老
年
医
学

老
年
医
学

医歯学基盤教育（医学英語・臨床統計・生命倫理）

導入教育

連携教育

■図2　卒業時に習得しておくべき知識・技能・態度

臨床医学 臨床歯学医学科
学生

歯学科
学生

基盤資質
（倫理  ・統計  ・英語  ・批判的思考  ・自己学習姿勢）

臨床医歯学の基礎

社会医学

基礎医学

教養
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東
京
医
科
歯
科
大
学
の
第
2
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
医
歯
学
融
合
教
育
。

須
田
英
明 
教
育
担
当
理
事
、
大
野
喜
久
郎 

医
学
部
長
、
田
上
順
次 

歯
学
部
長
、

田
中
雄
二
郎 
医
歯
学
融
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
長
が
、
未
来
に
描
く
目
標
を
語
り
合
っ
た
。

よ
り
良
い
面
を
追
求
し
な
が
ら
進
歩
し
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

田
上　

そ
う
で
す
ね
。
全
身
疾
患
に
よ
っ

て
は
口
腔
内
に
最
初
の
症
状
が
表
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
し
、
歯
科
医
師
と

し
て
も
十
分
な
医
学
的
知
識
を
持
っ
て
い

な
い
と
臨
床
は
成
り
立
た
な
い
と
言
わ
れ

知
識
を
持
っ
た
歯
科
医
師
が
ま
す
ま
す
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
時
、
き
れ
い
な
歯

を
作
る
技
術
が
進
歩
し
て
、
材
料
開
発
や

技
術
の
習
得
な
ど
の
教
育
に
時
間
を
要
し

た
時
期
が
あ
り
ま
す
が
、
今
や
そ
れ
だ
け

で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

田
中　

歯
学
か
ら
医
学
に
近
づ
く
一
方
で
、

医
学
か
ら
歯
学
に
近
づ
く
と
い
う
面
も
あ

り
ま
す
。
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
進
行

が
ん
の
患
者
さ
ん
の
口
腔
ケ
ア
の
た
め
に
、

口
腔
ケ
ア
の
地
域
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
そ
う
で
す
。
時
代
の
要
請
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

須
田　

先
日
の「
や
る
気
倍
増
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
も
、
脳
外
科
で
口
腔
ケ
ア
を
行

っ
た
歯
科
衛
生
士
の
チ
ー
ム
が
学
長
表
彰

を
受
け
て
い
ま
し
た
ね
。

大
野　

歯
学
部
附
属
病
院
の
歯
科
衛
生
保

健
部
の
取
り
組
み
で
す
。
脳
外
科
で
は
、

今
ま
で
は
患
者
さ
ん
の
口
腔
内
ま
で
手
が

回
ら
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で

し
た
が
、
口
腔
を
清
潔
に
す
る
こ
と
で
誤

嚥
性
肺
炎
の
頻
度
が
減
り
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生

活
の
質
）の
レ
ベ
ル
が
上
が
る
と
い
う
こ
と

も
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
、
医
療
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

田
上　

歯
科
と
医
科
が
連
携
し
て
、
細
菌

を
抑
制
す
る
よ
う
な
こ
と
も
可
能
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
消
化
器
系
、
特
に
胃
か
ら
口

ま
で
は
細
菌
学
的
に
も
関
連
が
深
い
の
で
、

消
化
器
系
の
医
師
と
歯
科
医
師
と
が
協

力
す
れ
ば
、
よ
り
効
果
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
手
法
が
確
立
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

田
中　

大
学
院
教
育
で
は
医
歯
学
総
合
研

究
科
と
い
う
形
で
医
学
、
歯
学
が
一
緒
に

教
育
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
歯
学
融

合
教
育
の
導
入
で
学
部
教
育
も
一
緒
に

な
れ
ば
、
学
生
に
限
ら
ず
教
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
活
発
に
な
る
。
そ

う
な
れ
ば
、
皆
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
な
、

新
し
い
研
究
や
臨
床
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま

れ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。

田
上　

医
科
の
先
生
の
中
に
は
、
患
者
さ

ん
の
入
れ
歯
を
外
し
た
後
、
ど
の
よ
う
に

入
れ
る
か
と
ま
ど
う
先
生
も
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
先
生
が
入
れ
歯
の
入
れ
方
を

知
る
な
ど
、歯
学
を
身
近
に
感
じ
る
だ
け
で
、

全
身
の
健
康
に
つ
な
が
る
よ
う
な
議
論
が

で
き
る
気
が
し
ま
す
。

須
田　

医
歯
学
融
合
教
育
の
導
入
後
は
、

学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活

性
化
に
も
期
待
で
き
ま
す
ね
。

田
中　

現
状
で
は
、
例
え
ば
歯
科
の
学
生

に
医
学
の
要
素
が
強
い
科
目
を
教
え
て

も
あ
ま
り
関
心
を
示
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
医
科
と
歯
科
が
一
緒
の
教
室
の

中
に
い
れ
ば
、
熱
心
に
聞
い
た
り
質
問
し

た
り
す
る
医
科
の
学
生
に
つ
ら
れ
て
、
歯

科
の
学
生
も
一
生
懸
命
聞
い
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
試
験
も
一
緒
に
受
け
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
お
互
い

に
教
え
合
う
な
ど
し
て
学
習
効
果
も
高
ま

る
と
良
い
で
す
ね
。

田
上　

今
は
、
部
活
動
な
ど
に
入
ら
な
い

学
生
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。
そ
う
な
る
と

他
学
部
の
学
生
や
先
輩
後
輩
の
つ
な
が
り

が
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
。
大
学
時
代
の
人

脈
は
生
涯
を
通
じ
た
財
産
に
な
り
ま
す
か

ら
、
医
歯
学
融
合
教
育
を
通
じ
て
交
流
が

活
発
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
田

中
先
生
と
私
は
同
期
生
で
し
た
。
田
中
先

生
は
医
科
で
し
た
が
、
教
養
部
で
は
出
席

番
号
が
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
物
理
実

験
や
実
習
な
ど
は
協
力
し
合
っ
て
い
た
も

の
で
す
。

田
中　

私
た
ち
の
学
年
で
は
先
日
卒
後
30

周
年
を
記
念
し
た
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。も
ち
ろ
ん
、医
科
と
歯
科
の
合
同
で
す
。

集
ま
っ
て
し
ま
え
ば
医
学
も
歯
学
も
関
係

な
く
て
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
教
育
に
よ
っ
て
医
学
部
、
歯
学
部
の

交
流
が
、
次
世
代
に
も
引
き
継
が
れ
れ
ば

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
野　

私
も
卒
業
し
て
40
周
年
で
す
け
れ

ど
、
節
目
に
は
医
科
と
歯
科
と
合
同
の
会

合
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の
仲

間
と
の
つ
な
が
り
は
本
当
に
強
い
の
で
す
。

須
田　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
現
可
能
な

の
は
、
日
本
広
し
と
い
え
ど
も
本
学
だ
け

だ
と
思
い
ま
す
。
教
員
の
皆
さ
ん
は
一
時

的
に
負
担
が
増
す
と
思
い
ま
す
が
、
時
間

が
経
て
ば
よ
り
効
率
的
な
授
業
形
態
で

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
で
き
る
で
し
ょ
う
。

医
学
科
、
歯
学
科
、
そ
し
て
医
歯
学
融
合

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
全
学
を
挙
げ

て
、
医
歯
学
融
合
教
育
を
確
立
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
医
学
、
歯
学
教

育
の
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
使
命
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
高
齢
化
社
会
に
向
け

て
も
医
歯
学
融
合
を
進
め
る
必
要
性
が
あ

り
ま
す
。
私
は
脳
外
科
医
な
の
で
特
に
感

じ
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
高
齢
者
の
顎
・

顔
面
に
か
か
わ
る
疾
患
は
歯
学
と
密
接
に

結
び
付
い
て
い
ま
す
。
歯
周
病
と
全
身
疾

患
の
関
係
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

学
生
に
は
早
期
か
ら
学
べ
る
環
境
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

田
上　

歯
学
部
も
同
様
で
す
。
実
は
、
歯

科
医
学
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
、
医
学
と
歯

学
は
決
し
て
遠
い
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
歯
科
医
学
は「
ス
ト
マ
ト
ロ
ジ

ー
（
口
腔
医
学
）」と
呼
ば
れ
、
大
学
で
の

歯
学
教
育
は
従
来
、
医
学
部
の
中
、
ま
た

は
そ
の
延
長
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
本

学
歯
学
部
の
創
設
時
も
、
医
学
を
基
盤
と

し
た
ス
ト
マ
ト
ロ
ジ
ー
的
歯
学
教
育
と
し

て
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
ス
ト

マ
ト
ロ
ジ
ー
は
現
在
の
よ
う
な
デ
ン
テ
ィ

ス
ト
リ
ー
（
歯
科
医
学
）へ
と
移
行
し
て
い

く
の
で
す
が
、
近
年
に
な
っ
て
ま
た
見
直

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

大
野　

医
学
と
歯
学
が
、お
互
い
に
補
い
、

須
田　

医
歯
学
融
合
教
育
の
導
入
は
、

2
0
1
0
年
度
か
ら
2
0
1
5
年
度
ま
で

の
6
年
間
に
わ
た
る
第
2
期
中
期
目
標
・

中
期
計
画
の
重
要
な
項
目
で
す
。
文
部
科

学
大
臣
の
承
認
を
得
た
文
書
に
も「
医
歯

学
融
合
教
育
を
新
た
に
構
築
し
、
高
度
か

つ
効
率
的
な
教
育
体
制
を
整
備
す
る
」
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
系
総
合
大
学

と
し
て
の
本
学
の
特
徴
・
個
性
を
生
か
し

て
、
教
養
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、深
い
歯
科
的
素
養
を
備
え
た
医
師
、

あ
る
い
は
深
い
医
科
的
素
養
を
備
え
た
歯

科
医
師
を
養
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
患
者
さ

ん
中
心
の
全
人
的
医
療
を
実
践
し
得
る

人
材
の
育
成
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

大
野　

医
療
系
総
合
大
学
で
あ
る
本
学
に

て
い
ま
す
。
一
方
、
ほ
と
ん
ど
の
歯
科
医

師
は
個
人
開
業
で
す
。
地
域
で
の
チ
ー
ム

医
療
を
担
う
た
め
に
は
、
医
師
や
コ
・
メ

デ
ィ
カ
ル
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
共

通
言
語
で
話
せ
る
よ
う
な
教
育
が
不
可
欠

で
す
。

田
中　

医
歯
学
融
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
導
入
後
2
0
1
2
年

か
ら
の
本
格
始
動
に
向
け
て
、
各
講
座
と

調
整
す
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
で
す
。
こ

の
よ
う
な
試
み
は
日
本
で
も
初
め
て
で
す

の
で
、
実
際
に
教
育
を
し
な
が
ら
問
題
点

を
抽
出
し
、
順
次
改
善
し
て
い
く
計
画
で

す
。
医
歯
学
融
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は

将
来
、「
医
歯
学
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
」と

し
て
医
学
科
と
歯
学
科
、保
健
衛
生
学
科
、

口
腔
保
健
学
科
も
含
め
、
全
学
的
な
教
育

を
支
援
す
る
方
向
を
目
指
す
と
大
山
学
長

か
ら
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
準
備
期

間
と
も
な
り
ま
す
。

田
上　

今
の
歯
科
医
療
で
は
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
よ
う
な
外
科
手
術
も
あ
り
、
医
学
の

特集

同
じ
教
室
で
学
ぶ
こ
と
で

一
生
の
財
産
を
得
て
ほ
し
い

融
合
教
育
を
き
っ
か
け
に

研
究
・
臨
床
も
進
化

始
動
！ 

医
歯
学
融
合
教
育

左から、大野喜久郎教授（医
学部長）、須田英明教授（教
育担当理事）、田中雄二郎
教授（ 医歯学融合教育支援
センター長）、田上順次教授

（歯学部長）。

座談会
医歯学融合教育で
育まれる
全人的医療の担い手

Part3 「未来」
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器
官
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
す
」

　

近
年
、
造
血
幹
細
胞
の
維
持
に
骨
芽
細

胞
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
や
、
骨
が
出
す

た
ん
ぱ
く
質
が
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を
制
御

し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
骨
代
謝
が
体
内
の

ほ
か
の
器
官
の
働
き
を
制
御
し
て
い
る
と

報
告
す
る
研
究
成
果
が
い
く
つ
か
発
表
さ

れ
、
免
疫
学
に
加
え
糖
尿
病
な
ど
を
専
門

と
す
る
研
究
者
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
度
か
ら
は
、
科
学
技
術
振

興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
戦
略
的
創
造
研
究

推
進
事
業
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
「
高
柳
オ
ス
テ
オ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足

し
た
。骨
を
単
な
る
支
持
組
織
で
は
な
く
、

生
体
系
の
中
心
組
織
と
捉
え
、
骨
を
中
心

と
し
た
全
身
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
オ
ス

テ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
解
明
す
る
。
骨

か
ら
全
身
の
臓
器
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

新
規
の
ホ
ル
モ
ン
や
サ
イ
ト
カ
イ
ン
な
ど

の
同
定
を
試
み
、
そ
れ
ら
が
実
際
に
生
体

内
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
を
解

析
し
て
い
く
。
骨
疾
患
や
全
身
の
臓
器
疾

患
に
対
す
る
新
た
な
治
療
の
開
発
が
進
み

出
し
て
い
る
。

Takayanagi HiroshiNumber .02

高
柳 

広
教
授

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科 

分
子
情
報
伝
達
学
分
野

骨
免
疫
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
骨
破
壊
を
抑
制

●たかやなぎ・ひろし
1990年東京大学医学部卒
業。医学博士。整形外科で
7年間の臨床医の後、同大学
大学院に進学。2001年同大
医学系研究科免疫学助手、
03年東京医科歯科大学大学
院医歯学総合研究科分子細
胞機能学特任教授。05年よ
り現職。グローバルCOEプ
ログラム事業推進担当者。

　

体
の
各
関
節
に
炎
症
が
起
こ
り
、
腫
れ

て
痛
み
が
生
じ
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
。
病
状

が
進
行
す
る
と
骨
が
変
形
し
た
り
、
関
節

の
動
作
が
困
難
に
な
る
。

　

こ
の
病
気
は
、
自
己
免
疫
疾
患
の
一
つ

と
さ
れ
、
自
己
の
免
疫
機
能
の
異
常
に
よ

っ
て
発
症
す
る
。
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
外
敵

の
み
を
攻
撃
す
る
免
疫
機
能
が
誤
作
動
を

起
こ
し
、
炎
症
反
応
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
う
の
だ
。

　

治
療
法
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
の
免
疫

抑
制
薬
を
用
い
た
内
科
的
治
療
、
変
形
し

た
骨
を
人
工
関
節
に
置
換
す
る
整
形
外
科

的
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、

生
物
学
的
製
剤
の
進
歩
に
よ
り
、
早
期
か

細
胞
、
新
し
い
骨
を
作
る
骨
芽
細
胞
の
安

定
し
た
働
き
で
健
康
な
状
態
が
維
持
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、
骨
芽

細
胞
は
骨
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
破
骨
細

胞
の
分
化
因
子
で
あ
る
「
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
」

と
い
う
物
質
を
作
っ
て
破
骨
細
胞
の
働
き

を
促
進
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
炎
症
や
骨
の
変
形

は
、免
疫
機
能
を
担
う
リ
ン
パ
球
の
一
種
、

Ｔ
細
胞
が
異
常
活
性
し
た
結
果
と
し
て
起

こ
る
。

　

高
柳
教
授
は
２
０
０
０
年
、
Ｔ
細
胞
に

よ
る
破
骨
細
胞
制
御
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
Ｔ
細
胞
の
異

常
活
性
に
よ
っ
て
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
が
過
剰
に

発
現
す
る
が
、
抑
制
因
子
で
あ
る
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ロ
ン
γ
は
産
生
さ
れ
な
い
。
破
骨

細
胞
分
化
が
進
行
し
、
骨
破
壊
が
起
こ
る

と
い
う
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
成
果
は
骨
破
壊

と
免
疫
系
に
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
実

証
し
た
と
い
う
点
で
も
大
き
な
意
味
を
も

ち
、
英
科
学
雑
誌
『N

ature

』
に
も
掲

載
さ
れ
た
。
以
降
、「
骨
免
疫
学
」
と
呼

べ
る
研
究
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
後
は
、
Ｔ
細
胞
が
ど
の
よ
う
に

し
て
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
を
増
や
す
か
が
研
究
の

焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
柳
教
授
の
研
究
で
は
、
す
で
に
分
子

レ
ベ
ル
で
の
病
態
解
明
が
進
ん
で
お
り
、

Ｔ
細
胞
の
異
常
な
活
性
に
よ
り
産
生
さ
れ

る
Ｉ
Ｌ

−

17
が
、
炎
症
性
・
骨
吸
収
性
サ

イ
ト
カ
イ
ン
（
Ｉ
Ｌ

−

１
（
イ
ン
タ
ー
ロ

イ
キ
ン
）、
Ｔ
Ｎ
Ｆ

−

α
）
な
ど
を
誘
導

し
て
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
を
増
や
す
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｌ

−

１
や
Ｔ
Ｎ
Ｆ

−α
を

標
的
と
し
た
生
物
学
的
製
剤
も
開
発
さ

れ
、
炎
症
な
ど
の
抑
制
に
高
い
効
果
を
示

し
て
い
る
。

　

炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｌ

の
相
互
関
係
の
解
明
は
、
多
く
の
波
及
効

果
を
も
た
ら
し
た
。
炎
症
抑
制
の
た
め
に

開
発
さ
れ
た
生
物
学
的
製
剤
は
破
骨
細
胞

抑
制
に
も
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判

明
。
そ
し
て
、
炎
症
や
痛
み
の
レ
ベ
ル
と

同
様
に
、
骨
破
壊
を
ど
れ
だ
け
抑
制
で
き

る
か
と
い
う
点
が
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
評
価

基
準
に
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
し
か
し
、
現
時
点
で
は
骨
破
壊
そ
の

も
の
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
よ
う
な
リ
ウ

マ
チ
薬
は
作
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
免
疫
抑

制
を
目
的
と
し
た
生
物
学
的
製
剤
に
、
破

骨
細
胞
抑
制
の
効
果
が
偶
然
見
つ
か
っ
た

に
す
ぎ
な
い
の
で
す
」

　

Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
シ
グ
ナ
ル
の
解
析
か
ら
、

骨
破
壊
細
胞
の
運
命
を
決
め
る
マ
ス
タ
ー

遺
伝
子
Ｎ
Ｆ
Ａ
Ｔ
ｃ
１
の
同
定
に
も
成

功
。
遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
を
用
い
た
実
験

で
も
こ
の
遺
伝
子
が
破
骨
細
胞
分
化
に
必

須
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

　
「
骨
破
壊
治
療
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

は
Ｎ
Ｆ
Ａ
Ｔ
ｃ
１
が
最
も
有
力
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」と
高
柳
教
授
が
話
す
よ
う
に
、

よ
り
効
率
的
に
骨
破
壊
細
胞
を
抑
制
で
き

る
治
療
薬
の
開
発
に
寄
与
す
る
も
の
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

リ
ウ
マ
チ
治
療
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ

て
い
る
骨
免
疫
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
今

後
さ
ら
に
幅
広
い
分
野
で
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
高
柳
教
授
は
言
う
。

　
「
従
来
、
骨
は
骨
格
や
運
動
を
支
え
る

部
位
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
全
身
の
生
体
機

能
と
の
関
連
は
研
究
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
骨
は
一
種
の
内
分
泌

ら
治
療
を
始
め
れ
ば
症
状
の
軽
減
が
望
め

る
。
し
か
し
、
発
症
か
ら
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
て
進
む
、
骨
破
壊
に
よ
る
関
節
の
変

形
を
完
全
に
抑
制
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

最
終
的
に
、
人
工
関
節
置
換
術
を
受
け
る

患
者
も
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

高
柳
広
教
授
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
で
起

こ
る
骨
破
壊
を
く
い
止
め
る
研
究
を
進
め

て
い
る
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
「
骨
」

と
「
免
疫
」
の
関
係
だ
。
高
柳
教
授
は
そ

の
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
感
染
防
御
の
た
め
に
機
能
す
る
免
疫

細
胞
は
骨
髄
で
分
化
増
殖
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
骨
の
代
謝
を
行
う
破
骨
細
胞
や
骨

芽
細
胞
も
骨
髄
由
来
の
細
胞
が
分
化
増
殖

し
た
も
の
。
自
己
免
疫
疾
患
に
よ
る
免
疫

細
胞
の
異
常
な
活
性
が
、
骨
の
代
謝
に
直

接
影
響
し
て
し
ま
う
の
で
す
」

　

骨
の
代
謝
は
、
古
い
骨
を
溶
か
す
破
骨

骨
免
疫
学
を
追
求
し

治
療
薬
の
開
発
を
目
指
す

骨
代
謝
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

全
身
組
織
と
の
関
係

骨
と
免
疫
を
つ
な
ぐ

研
究
領
域
へ
の
挑
戦

↑研究室では、転写因子NFATc1の機構解明に向けて、サイトカイン誘導遺
伝子のトランスクリプトーム解析などが進められている。

Research Worker

未　来　医　療　を　拓　く医療研究 ★最 前 線

■図1　
関節リウマチの
骨破壊部
NFATc1発現の様子
→炎症性骨破壊のメカニズ
ムは、免疫系の異常活性化
に 伴い、RANKL が 発 現、
さらに NFATc1が発現し、
破骨細胞を産生する。治療
の標的は、RANKLやその
下 流の NFATc1が有 望で
あることが明らかになった。

破骨細胞（赤）

NFATc1（緑）

↑骨免疫学のテキスト『Osteoimmuno 
logy』。高柳教授も編者の1人であり、
著者の1人として執筆もしている。
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の
際
に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体

を
人
間
や
動
物
に
注
入
す
る
こ
と
で
感
染

症
を
引
き
起
こ
す
厄
介
者
だ
。
マ
ダ
ニ
に

何
度
も
刺
さ
れ
る
と
マ
ダ
ニ
吸
血
に
対
し

て
抵
抗
性
（
免
疫
力
）
が
で
き
る
こ
と
が

古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
仕
組

み
は
不
明
で
あ
っ
た
。
遺
伝
子
改
変
マ
ウ

ス
の
解
析
か
ら
、
抵
抗
性
を
獲
得
し
た
マ

ウ
ス
で
は
ダ
ニ
の
刺
し
口
の
周
囲
に
好
塩

基
球
が
沢
山
集
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
好
塩

基
球
を
取
り
除
く
と
抵
抗
性
が
な
く
な
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
「
数
が
極
め
て
少
な
い
た
め
に
そ
の
存

在
意
義
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
好
塩
基
球

で
す
が
、
本
来
の
役
割
が
寄
生
虫
に
対
す

る
生
体
防
御
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。〝
山
椒
は
小
粒
で
も
ぴ
り
り
と
辛
い
〟

と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
細
胞
で
す
。

寄
生
虫
防
御
と
ア
レ
ル
ギ
ー
は
表
裏
一
体

の
関
係
に
あ
り
、
寄
生
虫
へ
の
防
御
シ
ス

テ
ム
を
知
る
こ
と
が
ア
レ
ル
ギ
ー
病
態
の

解
明
な
ら
び
に
新
規
治
療
法
の
開
発
に
つ

な
が
る
と
考
え
、研
究
を
進
め
て
い
ま
す
」

Karasuyama HajimeNumber .03

烏
山 

一
教
授

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科 

免
疫
ア
レ
ル
ギ
ー
学
分
野

長
い
間
謎
で
あ
っ
た
好
塩
基
球
の

生
体
内
で
の
役
割
を
解
明

●からすやま・はじめ
1978年東京医科歯科大学
医学部卒業。医学博士。筑
波大学医学専門学群附属病
院研修医、スイス・バーゼ
ル免疫学研究所研究員、東
京大学医学部免疫学教室助
手、東京都臨床医学総合研
究所免疫研究部門長などを
歴任。2000年より現職。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因

と
な
る
物
質
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）
に
対
し
て

免
疫
系
が
過
敏
に
反
応
す
る
こ
と
で
引
き

起
こ
さ
れ
る
。
花
粉
症
（
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
）
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
、
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
、
喘
息
な
ど
が
代
表
的
な
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
抗
体
の
一
種
で

あ
る
Ｉ
ｇ
Ｅ
、肥
満
細
胞（
マ
ス
ト
細
胞
）、

好
酸
球
、
2
型
ヘ
ル
パ
ー
Ｔ
細
胞
な
ど
が

ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
に
か
か
わ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
ア
レ

ル
ギ
ー
病
態
を
す
べ
て
説
明
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

　

免
疫
学
・
ア
レ
ル
ギ
ー
学
を
研
究
す
る

烏
山
一
教
授
は
、
血
中
を
循
環
す
る
白
血

球
の
中
に
ご
く
わ
ず
か
（
１
％
未
満
）
し

か
存
在
し
な
い
好
塩
基
球
と
い
う
細
胞

が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
に
極
め
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
最
近
の

研
究
で
突
き
止
め
た
。
さ
ら
に
、
好
塩
基

球
の
本
来
の
働
き
が
寄
生
虫
感
染
に
対
す

る
生
体
防
御
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

し
て
い
る
と
さ
れ
る
肥
満
細
胞
や
Ｔ
細
胞

が
欠
損
し
て
い
る
マ
ウ
ス
で
も
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
が
発
症
す
る
こ
と
が
分
か
り
、

そ
の
原
因
細
胞
が
何
で
あ
る
か
が
大
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
様
々

な
細
胞
を
調
べ
た
末
、最
終
的
に
好
塩
基

球
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

　

烏
山
教
授
は
、
こ
の
報
告
を
初
め
て
大

学
院
生
か
ら
受
け
た
と
き
に
「
よ
り
に
よ

っ
て
、
好
塩
基
球
な
ど
と
い
う
誰
も
見
向

き
も
し
な
い
細
胞
が
慢
性
ア
レ
ル
ギ
ー
炎

症
の
責
任
細
胞
だ
と
は
…
。
こ
れ
で
は
良

い
論
文
に
ま
と
め
る
こ
と
は
無
理
か
も
し

れ
な
い
」
と
肩
を
落
と
し
た
と
い
う
。
気

を
取
り
直
し
て
文
献
を
調
べ
た
結
果
、
好

塩
基
球
の
解
析
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
生
体

内
で
の
好
塩
基
球
の
役
割
は
ほ
と
ん
ど
分

か
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。

　
「
そ
れ
な
ら
ば
挑
戦
す
る
価
値
が
あ
る

と
思
い
、
未
解
明
な
領
域
を
開
発
し
よ
う

と
決
め
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
好

塩
基
球
の
研
究
を
始
め
て
み
る
と
、
未
開

発
分
野
だ
け
に
解
析
ツ
ー
ル
が
ほ
と
ん
ど

無
く
、
自
分
た
ち
で
一
か
ら
作
り
出
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
時
間
は
か
か

り
ま
し
た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
独
自
の
好

塩
基
球
研
究
が
進
展
し
ま
し
た
」

　

好
塩
基
球
が
皮
膚
の
慢
性
ア
レ
ル
ギ
ー

の
発
症
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、「
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
急

性
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
も
関
係
し
て
い
る
か

も
知
れ
な
い
」
と
烏
山
教
授
は
考
え
た
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
、
食
物
（
ソ
バ
や

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
）
や
ハ
チ
毒
、
薬
物
な
ど
に

対
し
て
起
こ
る
急
性
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

で
、
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
こ
と
も
あ
る

危
険
な
病
態
で
あ
る
。
そ
こ
で
抗
生
物
質

の
ペ
ニ
シ
リ
ン
に
対
す
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
の
動
物
モ
デ
ル
を
開
発
し
て
調
べ
た

と
こ
ろ
、
好
塩
基
球
が
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
で
は

な
く
Ｉ
ｇ
Ｇ
抗
体
を
介
し
た
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
に
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

　
「
肥
満
細
胞
が
ヒ
ス
タ
ミ
ン
を
分
泌
す

る
の
に
対
し
て
、
好
塩
基
球
は
も
っ
と
強

力
な
血
小
板
活
性
化
因
子
を
分
泌
し
て
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

と
血
小
板
活
性
化
因
子
阻
害
薬
を
組
み
合

わ
せ
て
使
う
と
、
効
率
よ
く
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
を
予
防
で
き
る
と
思
い
ま
す
」

　
「
好
塩
基
球
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
う

私
た
ち
の
体
に
と
っ
て
良
く
な
い
こ
と
を

引
き
起
こ
す
た
め
だ
け
に
存
在
し
て
い
る

と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
」

　

そ
こ
で
好
塩
基
球
の
み

を
欠
損
す
る
遺
伝
子
改
変

マ
ウ
ス
を
樹
立
し
て
、様
々

な
感
染
実
験
を
行
い
、
好

塩
基
球
が
寄
生
虫
に
対
す

る
生
体
防
御
に
非
常
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

　

例
え
ば
、
マ
ダ
ニ
は
吸

血
性
の
寄
生
虫
で
、
吸
血

て
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

好
塩
基
球
は
１
２
０
年
も
前
に
そ
の
存

在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
血
球
細
胞
で
あ
る

が
、
そ
の
特
性
の
一
部
が
肥
満
細
胞
と
よ

く
似
て
い
て
、
数
も
極
端
に
少
な
い
こ
と

か
ら
、
長
い
間
そ
の
存
在
意
義
が
疑
問
視

さ
れ
て
い
た
。
数
が
少
な
い
上
に
、
好
塩

基
球
の
役
割
を
解
析
す
る
の
に
都
合
の
良

い
モ
デ
ル
動
物
も
存
在
し
な
か
っ
た
た

め
、
研
究
の
対
象
に
な
り
に
く
か
っ
た
。

　

今
で
こ
そ
好
塩
基
球
研
究
の
第
一
人
者

と
称
さ
れ
る
烏
山
教
授
で
あ
る
が
、
10
年

前
ま
で
は
好
塩
基
球
に
は
全
く
興
味
が
な

か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
当
時
、
ア
レ
ル
ギ

ー
抗
体
で
あ
る
Ｉ
ｇ
Ｅ
を
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
た
く
さ
ん
作
る
遺
伝
子
改
変
マ
ウ

ス
の
開
発
に
成
功
し
て
、
そ
れ
を
用
い
て

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
解
析
し
て
い
た
。

　
「
ア
レ
ル
ギ
ー
炎
症
に
重
要
な
働
き
を

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
も

好
塩
基
球
が
関
与

好
塩
基
球
の
本
来
の

存
在
意
義
を
解
明

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た

好
塩
基
球
と
の
出
合
い

↑マダニに吸血されたマウスの皮膚組織の顕微鏡写真。
茶色に染まった細胞が好塩基球。

↑二度目のマダニ感染では、マダニ吸血部位に沢山の好
塩基球が集まる。モデルマウスを使って好塩基球を除去
すると、マダニに対する抵抗力が消失して、一度目の感
染の時のように大量に吸血される。

↑烏山教授の研究室では、モデルマウ
スを用いた免疫細胞の機能解析を進め
ている。

Research Worker

未　来　医　療　を　拓　く医療研究 ★最 前 線

■図1　
好塩基球の電子顕微鏡写真
↑好塩基球の形態（ 電子顕微鏡写
真）。小さくて丸い顆粒を持ってい
るのが分かる。

核

分泌顆粒
アレルギー炎症を
引き起こす物質が
詰まっている

マダニ

好塩基球

好塩基球なし好塩基球あり

吸血
吸血



Bloom! 医科歯科  No.11 14Bloom! 医科歯科  No.1115

科
歯
科
大
学
歯
学
部
を
卒
業
後
、
第
一
口

腔
外
科
教
室
に
所
属
。
臨
床
の
傍
ら
、
当

時
新
し
く
開
設
さ
れ
た
中
央
検
査
部
で
久

保
木
芳
徳
主
任
の
下
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
研

究
を
始
め
た
。
78
年
に
久
保
木
先
生
の
紹

介
で
デ
ン
タ
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
コ

ラ
ー
ゲ
ン
生
化
学
研
究
室
に
留
学
。
81
年

ま
で
の
3
年
間
を
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
過
ご

し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
を
基
に
、

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
博
士
号
を
取
得
。

そ
の
後
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
に
招
聘

さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
研
究
分
野
は
、
結
合
組
織
の
老

化
、
無
重
力
下
で
の
骨
形
成
、
コ
ラ
ー
ゲ

ン
の
修
飾
と
石
灰
化
の
関
連
性
な
ど
幅
広

い
。
教
育
で
は
、
歯
学
部
の
学
部
生
、
修

士
課
程
、
博
士
課
程
の
大
学
院
生
か
ら
、

化
学
、
生
物
学
専
攻
の
学
生
を
対
象
に
行

っ
て
お
り
、
ま
た
、
米
国
国
立
衛
生
研
究

所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）、
米
国
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
）
の
グ
ラ
ン
ト
審
査
な
ど
に
も
携

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
米
国
内
、
海

外
の
大
学
、
研
究
所
で
の
講
義
な
ど
も
あ

り
、
母
校
に
講
師
と
し
て
訪
れ
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
か
ら

山
内
教
授
の
研
究
室
に
ポ
ス
ド
ク
の
受
け

入
れ
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
学
生
時
代
を
振
り
返
る
と
、
決
し
て

真
面
目
な
学
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
躰
道
部
の
主
将
を
務
め
る
な
ど
部
活

動
に
力
を
注
い
だ
り
、
時
間
が
あ
れ
ば
ロ

シ
ア
文
学
、
哲
学
、
宗
教
関
係
の
本
を
読

　

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
チ
ャ
ペ
ル

ヒ
ル
校
は
、
米
国
の
州
立
大
学
で
は
最

も
古
い
歴
史
を
持
つ
総
合
大
学
で
あ
る
。

学
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
71
、
修
士
課
程
は

1
0
4
、
博
士
課
程
は
74
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん

で
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
な
ど
多
数

の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
チ
ャ
ペ
ル
ヒ
ル
の

人
口
は
、
教
職
員
や
学
生
な
ど
の
大
学
関

係
者
で
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
同
大

学
で
の
教
育
研
究
活
動
を
行
う
環
境
も
整

備
さ
れ
て
い
る
。

　
「
本
学
の
歯
学
部
は
、
約
60
年
前
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
臨
床
研
究
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
基
礎
研
究
も
盛
ん
で
す
。
基
礎

関
係
の
大
学
院
博
士
課
程
で
は
、
口
腔
生

態
学
と
口
腔
生
物
学
の
2
つ
の
専
攻
が
あ

り
ま
す
」

　

山
内
教
授
は
、
1
9
7
6
年
に
東
京
医

み
漁
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
に
し
て
自
分
な
り
に
幅
広
く
学
ん
だ
こ

と
が
一
つ
の
見
方
に
こ
だ
わ
ら
な
い
柔
軟

性
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
解
剖
学
教
室
助
教
授
だ
っ
た
野
末
哲

夫
先
生
に
は
広
い
意
味
で
の
学
問
へ
の
畏

敬
を
、
生
化
学
の
須
田
立
雄
先
生
か
ら
は

研
究
の
面
白
さ
を
、
久
保
木
先
生
か
ら
は

論
理
的
で
緻
密
な
実
験
の
大
切
さ
を
、
躰

道
部
の
監
督
だ
っ
た
渡
辺
三
雄
先
生
に

は
、
武
道
、
歯
科
診
療
な
ど
へ
の
基
本
の

大
切
さ
や
、『
己
を
立
て
ず
他
を
考
え
る
』

と
い
う
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
」

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
人
材
育
成
に
期

待
す
る
こ
と
と
し
て
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
い
た
ず
ら
に
流
行
に
走
っ
た
り
テ
ク

ニ
ッ
ク
だ
け
に
頼
る
研
究
者
や
歯
科
医
師

で
は
な
く
、
自
己
の
信
念
と
患
者
さ
ん
へ

の
愛
情
に
根
差
し
た
真
の
医
療
人
を
育
て

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

Yamauchi Mitsuo

山内教授は、細胞間マトリックスによる石灰化誘導
実験、骨再生、コラーゲン修飾酵素の遺伝子制御と
機能解明など様々な研究を進めている。

1976年東京医科歯科大
学歯学部卒業。78年ノー
スカロライナ大学チャペ
ルヒル校デンタルリサー
チセンターコラーゲン生
化学研究室特任研究院、
88年同Director、94年
Professorなどを経て98
年より現職。

山内三男氏

愛
情
と
サ
イ
エ
ン
ス
に

根
差
し
た
歯
科
治
療

山
内
三
男
氏

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学

デ
ン
タ
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
生
化
学
研
究
室 

教
授

Now of 
graduate

卒業生の今
活躍する
医科歯科人

ノースカロライナ大学は1789年に開校した米国で最古の公立大学。1932年には、ノー
スカロライナ州内の3つの大学が単一のシステムで運営されるようになり、1963年からは、
ノースカロライナ大学システムの旗艦校として、ノースカロライナ大学チャペルヒル校と
なった。チャペルヒル中心部の敷地内に、教室、研究棟、病院、図書館、学生寮、競技場な
ど数多くの施設を抱えている。

写真提供：Sricholpech

DATA
ノースカロライナ大学
チャペルヒル校
アメリカ合衆国ノースカロライナ州
チャペルヒル
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　歯学部附属病院のインプラント外
来は、日本の大学病院で初めて、イ
ンプラント治療を行う専門外来とし
て開設され、年間約 1800 本のイン
プラントを埋入している。他施設の
専門外来でも多くて 700 本程度なの
で、治療実績は群を抜いている。
　インプラントは、虫歯、歯周病、
事故などで欠損した歯の替わりに人
工物を埋め込む治療。顎の骨にネジ
状の人工歯根を入れ、その上に人工
の歯を装着する。自分の歯のように
自然に噛めるのが特長だ。入れ歯に
よる噛み合わせの違和感、ブリッジ
の治療に伴い健康な歯を削ってしま
うという心配もない。
　1980年代から普及した治療法で、
近年は材料や治療技術も進展してい
る。チタン製の人工歯根を使用した
り、手術前に細かなカウンセリング
や、3 次元画像によるシミュレーシ
ョンなどを行う。
　診療科長の春日井昇平教授は語る。
　「インプラントは、歯科治療のな
かでも高度な技術を要します。患者
さんに安全な治療を提供するため、
様々な技術開発を進めています」
　例えば、事前に撮影した CT 画像
を基に作成した手術用のテンプレー
トを用いて行う「ガイデッド・サー
ジェリー」では、無切開手術が可能
で、腫れや痛みもなく、手術したそ
の日に噛むことができる。また、埋
め込む土台となる骨がない場合には
体の別の部分から骨を採取して行う
自家骨移植を行うが、この方法も負
担が大きいため、骨形成を促進する
作用を持つ物質を使った骨補填材を
独自に開発。骨に置換する材料とし
て注目を集めている。

インプラント治療●３次元画像
によるシミュレーション（右上）など
を行っている。

春日井昇平教授●「治療時の恐怖
心が強い方には、静脈に鎮静剤を
入れて半ば夢見心地のまま治療で
きる静脈鎮静法という方法もあり
ます。治療に不安がある方はご相
談ください」

症例検討会●インプラント外来の
全スタッフによる症例検討会は頻
繁に開催されている。患者への確
実な治療が行われるとともに、ス
タッフの技術が向上。最新の治療
法にも意欲的で、国際インプラン
ト学会では「クリニカル・イノベー
ション」を2年連続して受賞するな
ど、国際的に見てもトップクラス
の臨床チームとして知られている。

インプラント外来●インプラント
外来のメンバーは、日本トップクラ
スの治療実績を支えている。数人
ごとにグループを組み、1人の患
者さんに対してグループで取り組
む。グループは毎年シャッフルさ
れるので、若手は複数の先輩医師
から様々な技術を学ぶことができ
る。医員になったばかりの若手医
師でも、専門医並みの高い治療技
術を持つ。

     

            Conference

       

    
    

Implant 
T reatment 

国内トップの実績を誇るインプラント治療
歯学部附属病院 インプラント外来

附属病院◎診療科訪問

診療科長：春日井昇平 教授
医師：塩田真 准教授、立川敬子 講師、黒田真司 助教、宗像源博 助教、山口葉子 医員、
中田秀美 医員、作山葵 医員、中村貴弘 医員、小林裕史 医員、清水勇気 医員、佐藤大
輔 医員
主とする疾患：歯牙欠損症
主な診断・治療法：インプラント外科手術、補綴治療、メンテナンス
高度先進医療：骨移植、ガイデッド・サージェリー、サイナスリフト（上顎洞挙上術）

診療科DATA

         
  
  
  
 　

Im
pla

nt 
Den

tist
ry     

         Professor Kas
ugai
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2
0
0
8
年
9
月
、
Ｍ
＆
Ｄ
タ
ワ
ー
に
ソ

ニ
ー
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
が
新
設
さ
れ
、
東
京
医

科
歯
科
大
学
と
ソ
ニ
ー
と
の
医
歯
工
連
携

は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
が
経

過
し
、
様
々
な
共
同
研
究
成
果
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
最
新
の
連
携
状

況
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　

最
初
に
、
ソ
ニ
ー
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ（
写
真

学
研
究
者
の
発
想
と
が
融
合
し
た
姿
で
、

様
々
な
成
果
が
紹
介
、
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
動
く
シ
ス
テ
ム
を
目
の
前
に
し
て

unm
et needs

（
未
だ
満
た
さ
れ
て
い
な

い
医
療
ニ
ー
ズ
）に
応
え
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
、
共
に
考
え
る
場
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
は
報
告
会
や

各
種
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
発

生
発
達
病
態
学
分
野
の
水
谷
修
紀
教
授

（
研
究
監
督
官
）
と
の
月
例
進
捗
報
告
会

1
）
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ラ
ボ
で

は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
研
究
者
と
の

共
同
研
究
の
成
果
と
、
ソ
ニ
ー
の
最
新
技

術
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
オ

ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す（
写

真
2
）。
2
0
0
9
年
12
月
に
第
1
回
目
、

2
0
1
0
年
12
月
に
第
2
回
目
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

ソ
ニ
ー
の
微
細
加
工
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
の
技
術
、
デ
ザ
イ
ン
、
Ｉ
Ｔ（
情
報
技

術
）を
組
み
合
わ
せ
た
モ
ノ
づ
く
り
と
、
大

や
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
のFred A

lt 

教
授

ほ
か
、
世
界
的
に
著
名
な
先
生
方
を
招
い

て
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催

し
て
お
り
、
既
に
12
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

ラ
ボ
に
あ
る
大
会
議
室
で
は
、
先
生
方

の
研
究
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
卒
業
論
文
の

発
表
リ
ハ
ー
サ
ル
も
行
っ
て
お
り
、
ソ
ニ

ー
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
研
究
者
も
一
緒
に
聴
か

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
医
歯
工
連
携
の
研
究
活

動
を
通
じ
て
、
2
0
0
9
年
度
は
国
際
会

議
2
件
、
国
内
学
会
7
件
、
本
年
度
は
国

際
会
議
7
件
、
国
内
の
学
会
13
件
と
共
同

研
究
の
成
果
も
順
調
に
数
を
増
や
し
て
い

ま
す
。

　

ソ
ニ
ー
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の
連
携
図（
図

1
）に
示
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
病
理
部
、

小
児
科
、
難
治
疾
患
研
究
所
、
医
学
部
附

属
病
院
検
査
部
、
歯
周
病
分
野
な
ど
、
東

京
医
科
歯
科
大
学
の
幅
広
い
分
野
と
緊

密
な
関
係
の
中
で
共
同
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
と
い
う
光
と

電
磁
波
の
間
の
領
域
を
利
用
し
た
病
理
応

用
の
研
究
で
、
欧
州
光
学
国
際
会
議
に
て

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
発
表
は
、『Physics 

in M
edicine and Biology

』誌
に
掲
載

さ
れ
、
論
文
は
ウ
ェ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
も

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
に

お
け
る
凝
固
亢
進
の
起
こ
り
易
さ
を
評
価

す
る
誘
電
分
光
を
利
用
し
た
新
規
な
血
液

凝
固
評
価
法
の
開
発
研
究
も
進
行
し
て
い

ま
す
。
こ
の
成
果
は
、
内
分
泌
・
代
謝
内

科
と
国
際
糖
尿
病
学
会
、
米
国
糖
尿
病
学

会
に
共
同
発
表
し
ま
し
た
。
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ（H

1N
1 pdm

 

2
0
0
9
）が
猛

威
を
振
る
っ
た
2
0
0
9
年
に
は
、
難
治

疾
患
研
究
所
、
医
学
部
附
属
病
院
検
査
部

と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
開
発

中
の
遺
伝
子
検
査
技
術
を
用
い
た
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
会
で
の
成
果
発
表
も
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
、
2
0
1
0
年
10
月
の
国
際
学

会
μ
Ｔ
Ａ
Ｓ
2
0
1
0
で
は
機
器
成
果
、

12
月
の
分
子
生
物
学
会
で
は
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
検
出
の
成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
精
神
科
と
は
、
う

つ
病
の
睡
眠
脳
波
解
析
、
保
健
衛
生
学
科

と
は
、
て
ん
か
ん
症
例
に
お
け
る
認
知
機

能
の
脳
波
解
析
を
行
い
、
日
本
臨
床
神
経

生
理
学
会
で
発
表
し
て
い
ま
す
。
加
齢
性

黄
斑
変
性
の
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

日
本
眼
科
学
会
に
て
眼
科
と
共
同
発
表
し

ま
し
た
。

　

研
究
の
み
な
ら
ず
教
育
で
も
連
携
を
進

め
て
い
ま
す
。
2
0
0
9
年
10
月
よ
り
、東

京
医
科
歯
科
大
学
と
ソ
ニ
ー
と
の
連
携
大

学
院
を
開
設
し
ま
し
た
。
大
学
院
生
に
は
、

ソ
ニ
ー
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加

し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
ラ
ボ
の
方
で
も

学
位
取
得
を
目
指
す
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

　

幸
い
に
も
、
既
に
2
人
の
大
学
院
修
了

生
が
ソ
ニ
ー
に
入
社
し
、
ラ
ボ
の
研
究
員

と
し
て
日
夜
、
研
究
開
発
に
従
事
、
活
躍

し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ソ
ニ
ー
オ
ー
プ
ン
ラ

ボ
の
こ
け
ら
落
と
し
か
ら
2
年
ほ
ど
経
ち

ま
し
た
が
、
大
学
と
の
医
歯
工
連
携
が
順

調
に
進
行
、
強
化
さ
れ
て
き
た
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
実
態
の
あ
る
成
果

を
目
指
し
て
、
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
加
速
す
る

医
歯
工
連
携

大
学
院
教
育
と
も
連
携
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画

産 学 連 携 リ ポ ー ト
学

産
歯医

ソニー株式会社
　先端マテリアル研究所

 ライフサイエンス研究部 統括部長

安田章夫

●ソニーオープンラボ
ソニー（ 先端マテリアル研究所ライフサイエ
ンス研究部）と東京医科歯科大学は、2004年
から、学内にオープンラボを設置し、医歯工連
携による共同研究を進めている。2008年には、
M&Dタワーにオープンラボスペースを拡充し
て連携をさらに強化。ライフサイエンス分野
を中心に、ソニーのエレクトロニクス技術を
活用した基礎研究を行っている。

写真2：2009年12月に開催した、第1回オープンハウスの様子。 写真1：ソニーオープンラボのエントランスにて。
左から、筆者、森田理事、大山学長、水谷教授。

図1：ソニーオープンラボの連携図

ソニー
（TMDUオープンラボ）
細胞・血液分析（誘電分光）

先端バイオイメージングﾞ
遺伝子分析

脳波測定・解析

保健衛生

眼科

病理部周産・女性
診療科

内分泌・
代謝内科 小児科

難治研歯周病分野

精神科 医学部附属
病院検査部
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2回「国際サマープログラム」が
2010年9月5日（日）からの4日

間で開催された。2009年から始まっ
た同プログラムは、海外からの優秀な
留学生を確保するのが目的だ。 今回
の参加応募者はアジア16の国と地域
から96人。選考に基づき計14の国と
地域から26人（ガーナ・野口記念医学
研究所からの2人を含む）を招聘した。
　 プログラムの主な内容は、基礎から
最先端までの講義とシンポジウム、 キ
ャンパスツアー、交流会など。今回は「感
染と免疫」をテーマに本学関連分野の
教授に加えて、James W Kazura（米国）
博士およびNawarat W Charoen（タイ）
博士を迎えて講義が実施され、活発な
質疑が繰り広げられた。また、新たな
試みとして少人数でのグループ・ディス
カッション、参加者が個別に行う研究
室訪問を実施。同プログラムの座長を
務めた東みゆき教授はその意図を語る。
　「受動的になりがちなレクチャーに対
して、グループ・ディスカッションでは
参加者自らが発言できます。 講師の
先生や、本学の留学生たちも親身に
なって参加者と語り合ってくれました。
主催者として私たちも海外の若手研
究者や学生のニーズを直接聞く良い
機会になったと思っています」
　参加者アンケートでも、「グループ・
ディスカッションや研究室訪問にもっ
と時間を割いてほしかった」という意
見が多かったという。来年度以降は、
プログラム期間中に入学審査なども実
施できるよう検討している。
　「参加者がすぐ次の年から留学を決
めるとは限りません。しかし、継続し
てこのプログラムを行うことで、本学の
認知度は、海外でも上がってくるはず。
将来のためにも、さらに充実した内容
にしていきたいと考えています」

アジアからの学生・研究者を招き
東京医科歯科大学の魅力をアピール

01
Tokyo Medical and Dental University

Campus Information 2010年度国際サマープログラム

アジア14の国と地域から26人が参加
アフガニスタン、インド、インドネシア、カ
ンボジア、台湾、パキスタン、スリランカ、
タイ、タジキスタン、中国、ネパール、バ
ングラデシュ、フィリピン、ベトナム、マ
レーシア、ミャンマー、ガーナ（特別枠・野
口記念医学研究所）

参加者国名

大学院医歯学総合研究科 
分子免疫学分野 
2010年度国際サマープログラム 座長

東 みゆき教授

　1日目（9月5日）
　17:00〜 17:30　　レジストレーション
　17:30〜 18:00　　オリエンテーション
　18:00〜 20:00　　歓迎レセプション

　2日目（9月6日）
　9:30〜12:00　レクチャー・コース１
　①烏山一教授
　②James W.Kazura博士
　（米国　ケースウエスタンリザーブ大学）
　③太田伸生教授
　13:00〜14:30 グループ・ディスカッション
　15:00〜 15:30 東京医科歯科大学の紹介
　15:30〜 17:00 キャンパスツアー
　17:00〜 19:00 ポスターセッション

　3日目（9月7日）
　9:00〜12:15　レクチャー・コース２
　①小川佳宏教授
　②Nawarat Wara-aswapati Charoen博士
　（タイ コンケン大学）
　③山岡昇司教授
　④東みゆき教授
　12:15〜 17:00 オプション・プログラム
　18:00〜 20:00 修了証授与式・交流会

　4日目（9月8日）
　9:10〜 17:00 ISPシンポジウム2010＆
　駿河台国際シンポジウム

プログラム概要

第

　

漕
艇
部
に
所
属
す
る
新
中
さ
や

か
さ
ん
の
朝
は
早
い
。
埼
玉
県
に

あ
る
戸
田
漕
艇
場
で
毎
朝
５
時
に

は
乗
艇
練
習
を
始
め
る
。
長
距
離

を
ゆ
っ
く
り
、
短
距
離
を
速
く
と

い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
１
時
間
半
ほ

ど
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
。
そ
の
後
大
学

に
行
き
、
講
義
が
終
わ
る
と
、
夕

方
再
び
練
習
に
と
り
か
か
る
。

　

ボ
ー
ト
競
技
は
、１
０
０
０
メ
ー

ト
ル
や
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
直

線
距
離
の
タ
イ
ム
を
競
う
。
両
手

に
１
本
ず
つ
オ
ー
ル
を
持
つ
ス
カ

ル
系
、
１
本
の
オ
ー
ル
を
両
手
で

持
つ
ス
ウ
ィ
ー
プ
系
が
あ
り
、
１

人
乗
り
か
ら
８
人
乗
り
な
ど
に
分

か
れ
て
い
る
。

　
「
オ
ー
ル
を
使
っ
て
腕
の
力
で

漕
ぐ
と
い
う
よ
り
、
足
で
押
し
て

動
か
す
感
覚
に
近
い
で
し
ょ
う

か
。
瞬
発
力
と
持
久
力
の
両
方
が

必
要
な
競
技
だ
と
思
い
ま
す
」

　

新
中
さ
ん
が
出
場
す
る
の
は
、

主
に
１
人
乗
り
の
ス
カ
ル
競
技

だ
。
２
０
０
９
年
は
、
東
日
本
新

人
選
手
権
で
優
勝
。
２
０
１
０
年

は
、東
日
本
大
学
選
手
権
で
優
勝
、

全
日
本
大
学
選
手
権
で
は
３
位
と

い
う
好
成
績
を
残
し
て
い
る
。

　

現
在
、
女
子
主
将
を
務
め
る
新

中
さ
ん
だ
が
、
実
は
ボ
ー
ト
を
始

め
た
の
は
大
学
に
入
学
し
て
か
ら

だ
と
い
う
。

　
「
新
入
生
向
け
の
試
乗
会
で
初

め
て
ボ
ー
ト
に
乗
り
、
あ
ま
り
に

楽
し
か
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
入
部

を
決
め
ま
し
た
。
高
校
ま
で
は
勉

強
ば
か
り
で
、
運
動
経
験
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私
で
も

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
る
う
ち
に

身
体
も
引
き
締
ま
り
、
筋
力
、
体

力
と
も
に
向
上
し
て
き
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
他
大
学
を
含
め
て
、

ボ
ー
ト
部
員
に
は
高
校
時
代
か
ら

の
経
験
者
も
多
い
。
来
年
に
向
け

た
新
中
さ
ん
の
課
題
は
、
さ
ら
な

る
筋
力
ア
ッ
プ
と
、
ボ
ー
ト
を
漕

ぐ
技
術
力
の
向
上
だ
。
来
年
の
全

日
本
大
学
選
手
権
で
は
な
ん
と
し

て
も
優
勝
し
た
い
と
語
る
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
「
お
医
者

さ
ん
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢

を
抱
い
て
い
た
新
中
さ
ん
は
、

２
０
０
８
年
に
東
京
医
科
歯
科
大

学
医
学
部
医
学
科
に
入
学
。
教
養

教
育
を
経
て
、
現
在
は
生
体
と
病

気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
講
義
や
実
習

で
学
ん
で
い
る
。
講
義
内
容
も
一

気
に
専
門
性
を
帯
び
て
く
る
が
、

新
中
さ
ん
は
ボ
ー
ト
も
勉
強
も
、

ど
ち
ら
も
手
を
抜
か
な
い
。

　
「
勉
強
が
大
変
な
の
は
ほ
か
の

部
員
も
同
じ
。
皆
、
学
業
も
ス
ポ

ー
ツ
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。私
は
、

一
度
に
１
つ
の
こ
と
に
集
中
す
る

性
格
な
の
で
、
平
日
の
放
課
後
は

ボ
ー
ト
の
練
習
、
週
末
は
勉
強
に

専
念
し
て
い
ま
す
」

　

５
年
次
以
降
は
、
臨
床
実
習
が

中
心
と
な
り
、
病
院
や
診
療
所
な

ど
の
医
療
現
場
で
学
ぶ
機
会
も
増

え
て
く
る
。
新
中
さ
ん
は
、「
今

は
必
要
な
基
礎
知
識
を
十
分
に
身

に
付
け
な
が
ら
、
将
来
の
方
向
性

を
固
め
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝

か
せ
る
。
何
事
に
も
手
を
抜
か
な

い
彼
女
に
は
、
無
限
の
可
能
性
が

広
が
っ
て
い
る
。

水の中でオールを漕ぐと、か
なりの抵抗がある。それでも
いかに無駄な力を使わずに、
スムーズにオールを動かすこ
とができるか。ビデオを見な
がら日夜研究をしている。

「ボート中心の生活ですが
大学の授業も
手を抜きません」

自
ら
問
い
、
自
ら
導
く
学
生
た
ち

●医学部医学科３年
の新中さんは、前期に
解剖学実習を経験した
ばかり。初めての人体
解剖では衝撃を受けた
が、以来、 ヒトのカラ
ダへの見方が変わった
という。最近では感染
系の実習で細菌培養
の実験も経験。「医者
の仕事には臨床以外に
研究もあるのだと知り、
研究にも興味がわいて
きた」と語る。

新中さやか
（しんちゅう・さやか）さん

医学部医学科３年
漕艇部

医科歯科
大 生
F i l e

No.002
Tokyo Medical and Dental

University
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界各国の内科医の数を見る
と、中国が最も多いという統

計があります。 中国の人口は、日本
の10倍です。中国医学の西欧化のス
ピードは非常に早く、大手製薬企業
の投資も中国が中心になるでしょう。
インドでもジェネリック医薬品を製造
する企業が急速に発展しています。
　 中国を中心としたアジア諸国に対
して、日本の果たす役割は非常に重
要になってくると思います。なぜかと
いうと、アジアで一番大きな問題は、
貧困の問題だからです。水、エネルギー、
医療などのインフラが十分に整備され
ていない環境での生活を余儀なくされ
ている人々が、日本の人口の約2倍は
います。この問題に対処するのは、一
国だけでなく、アジア地域の各国にお
いて産官学が協力する必要があります。
　東京医科歯科大学は、タイのチュ
ラロンコン大学など、アジア地域とも
国際交流を進めています。 今後さら
に国内外との交流をはかり、アジア地
域の問題について一歩一歩進めていく
べきだと思っています。
　 特に教育において果たす役割は大
きいのではないでしょうか。 中国から

の留学生を日本に受け入れ、 さらに
日本から世界へ送り出していく。 こ
れは、教育機関としての東京医科歯
科大学にできる重要なことの1つとい
えます。ITやエレクトロニクスによる医
療技術の発展も、今後さらに進んで
いくでしょう。
　2030年に向けて、東京医科歯科大
学の取り組むべきことは、現在の計
画の延長線上と、これから新たに手掛
けられる計画の2つがあると思います。
エレクトロニクス産業、自動車産業が、
グローバル化の中で大きく変わりつつ
あるように、医療業界も変化していく
でしょう。製薬業界が変化し、診察
の方法なども急速に変わっています。
　例えば、製薬企業には、MR（メデ
ィカル・レプレゼンタティブ）という医療
情報担当者の人たちがいます。 彼ら 
は、医師や薬剤師などの医療従事者
に、医薬品の有効性、安全性などに
ついて情報を提供しています。これら
をつなぐインターネットのサービス「m3.
com」を提供するエムスリー 株式会社
は上場し成功しています。
　これは、もともとソニーの産業医が
考案したビジネスモデルで、医療機関

と自社とを結び付けるコミュニティが
あれば、 ビジネスとして成立するので
はないかと考えたことから始まりました。
　東京医科歯科大学では、附属病院
の様々なデータがオンラインでつながっ
ている素晴らしい環境が整っています。
しかし、それは学内のみで、学外には
つながっていない。このシステムが大学
にかかわる人たちのコミュニティをつな
ぐとすれば、すぐにでも何らかの新しい
サービスを実施できるのではないかと
思います。
　 このように考えると、医療にかかわ
る新たなサービスは、第三者ではなく、
東京医科歯科大学自身が取り組むべ
きだと思います。10年後のホームカミ
ングデイは、きっと新たな東京医科歯
科大学の取り組みが成果として表れ
ていることでしょう。

世

外から見た東京医科歯科大学と
本学に期待すること

クオンタムリープ株式会社 代表取締役 ファウンダー&CEO
本学経営協議会学外委員

ソニー株式会社 アドバイザリーボード議長

講演者　出井伸之氏

2010年10月12日（火）の創立記念日に、「M＆Dタワー開設記念式典」や
「第1回ホームカミングデイ」など様 な々行事を開催しました。
「マイキャンパスプロジェクト」として、学生教職員に呼びかけ、
大学構内と周辺道路の清掃を行い、

「癒しの緑プロジェクト」として、大学のシンボルでもある
紅白の梅と蝋梅を植樹しました。

「M＆Dタワー開設式典」では、学長挨拶の後、
辰野文部科学省大臣官房文教施設企画部長、
成澤文京区長及び羽入お茶の水女子大学長により祝辞がありました。

「やる気倍増プロジェクト」として、医学部・歯学部附属病院における
顕著な活動を対象に表彰しました。

「第1回ホームカミングデイ」では、M＆Dタワー2階大講堂において、
出井伸之氏（クオンタムリープ株式会社代表取締役）を招いての
講演が行われたほか、キャンパスツアーが実施されました。

6号館横の清掃活動を行う大
山学長（左）と谷本理事（右）

梅の木を植樹する大山学長

医学部医事課栄養管理室を表彰

歯科衛生保健部を表彰

先輩方の偉業（学長メッセージ）
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学は昭 和3年10月12日に発
足した東京高等歯科医学校

を母体とし、今年で82周年を迎えま
した。 本学がこれまでに遭遇した3つ
の暗礁と先輩方の刻苦奮励を振り返
ってみたいと思います。
　 一． 東京高等歯科医学校初代校
長、島峯徹先生、引き継がれました長
尾優先生には、本学設立に当たって、
実は大変なご苦労がありました。こと
に長尾先生は島峯先生の8年後輩で、
東京帝国大学医科大学を大正2年に
ご卒業になられ、先生ご自身は外科
学で身を立てられるお積りでした。し
かし、故あって、 ご両親の反対を押
し切って東京帝国大学・医科大学歯科
学教室に身を置かれました。 しかし、
そこでは“歯科医学とは何か”と相当
な激論が交わされたようです。そんな
折、大正3年12月、7年ぶりに外国留
学から帰国されました島峯先生に出
会うことになり、 そこから島峯先生、
長尾先生らの官立の歯科医学教育機
関設立に向けての刻苦奮励が始まり
ました。
　当時の周囲の意見は、官立で歯学
部を立ち上げるなら東京帝国大学内
にすべきということでした。 しかし、
お二人が描く理想像、歯学教育の実
現は、反って当時の東京帝国大学で
は無理であるという判断、その確信か
ら、 あくまでも別立てでなければなら
ないという堅忍不抜の立場を貫き通
しました。 それは並大抵のことではな
かったものと思います。島峯先生は、
東京帝国大学医学部歯科学教室の講
師を併任しつつ、大正6年歯科医師
開業試験・附属病院長に着任しました。
歯科高等教育機関を設立することに
奔走し、政界官界学界に知己交友も
多かったこととその方々の支援もあっ

て、大正12年、苦心惨憺の末、やっ
と創設案が議会を通過しました。
　 ところが、 またまた思いもかけない
暗礁に出会うことになりました。同年
9月1日関東大震災に見舞われ、執行
が遅れてしまったのです。それから5年
経って、ようやく無事に東京高等歯
科医学校設立の官制が交付されるに
いたりました。その日が本学の創立記
念日、昭和3年10月12日というわけで
す。
　 昭和4年4月20日には、第一回生
100人を迎え、目出度く入学宣誓式
が挙行されました。 当時の歯科大学
としては、世界でも例がない基礎医学
講座の充実を図ったところは、特筆す
べきものでした。それは本学の今日の
発展に繋がり、 また後にできた国立
大学歯学部にも大きな影響を与える
ことになりました。
　そして、昭和19年に、東京医学歯
学専門学校と校名を改め、歯学科（定
員80名）に医学科（定員80名）を併設
することになりました。
　二．専門学校から旧制大学への昇
格にあたって、改めて校名が検討され
ました。「東京医歯科大学」「御茶水
医歯科大学」「東京医学歯学大學」な
どの案も検討され、最終的には「東京
医科歯科大学」に落ち着き、昭和21
年、大学（旧制）への昇格に漕ぎ着き、
歯学部も医学部と同様に予科教育2
年・専門教育4年となりました。
　実は、ここでも更なる暗礁にぶつか
ることになりました。それは、GHQの
歯学科教育制度改革担当者であるリ
ヂレー 中佐は、医学教育から手を引
き、歯科大学単独で存続するか、東
京大学に入って総合大学の歯学科と
して再度スタートしてはどうかと提唱
してきました。まさに本学の存続にか

かわる決断が迫られたのです。しかし、
そうした議論の背後では、長尾先生
は先生で、医学科･歯学科の予科の
設置場所探し、施設整備を着々と進
めており、長尾先生の粘り強い交渉、
先生曰く「常に懐に辞表を抱えて」の
こころ鉄石の如しと、奮迅の努力を
なされておりました。最終的には、何
とか理解が得られ、従来通り歯学部、
医学部の両学部を抱えた東京医科歯
科大学（旧制）として存続できることに
なり、昭和26年に、今日の東京医科
歯科大学（新制）に昇格しました。
　三．昭和53年には、「東京医科歯
科大学・調布村に移転決定」と朝日新
聞の一面に大見出しで報道され、本
学も大変混乱いたしました。 湯島地
区は勿論、駿河台地区、国府台地区
すべてを売り払うという条件付きの移
転計画であり、移転先の調布市（当時
の調布村）も受け入れを歓迎しており
ました。 明日にでも移転かと大変不
安で大きな暗礁でしたが、本学臨床
系の猛反発から学内の賛同は得られ
ず、狭隘ながらも湯島地区での再開
発という道を選択することになりまし
た。 都心の一等地に、 こうして残り
得たのは大正解といえる選択だったと
思います。
　 読者の皆様は、「そんなことがあっ
たの！」と思われる方が多いかと思いま
すが、本学にも苦難な道がありました。
先輩方は、時々 の難問に直面しつつも、
本学の理想像の実現に向けて、不撓
不屈の努力を重ねてこられました。先
輩諸氏の不抜の気概あっての今日と、
心より敬意と感謝の意を表し、そして、
引き継いだ私たちの責任の重さと、果
たさなければならない義務の大きさを
改めて反芻しなければならないと思い
ます。

本

東京医科歯科大学の3つの暗礁と
それを乗越えた先輩たちの刻苦奮励 東京医科歯科大学学長

大山喬史
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鈴木前学長は、 大学の教育研究の
広 報 活 動にも注 力され、2002年の

『Bloom！』創刊も手掛けられました。

学前学長である、鈴木章夫名
誉教授が、2010年10月28日

に急性虚血性心疾患のため、80歳で
逝去されました。
　鈴木先生は、1956年に本学医学部
医学科を卒業し、東京米国陸軍病院
において1年間の実地修練の後、17 
年余の間、米国にてクリーブランド市
セント・ヴィンセント・チャリティー病
院レジデント、同病院心臓血管外科
主任研究員、ミシシッピー大学医学
部外科準教授、同大学附属病院心臓
血管外科部長などを歴任しています。
セント・ヴィンセント・チャリティー病
院では、心臓外科のE. B. Kay博士と
共同研究を行われました。1974年に
順天堂大学に招聘され、1983年から
本学医学部胸部外科学講座初代教授
として、教育、研究、診療に従事され
ました。 さらに1995年には、本学学
長に就任し、大学の発展のため邁進・
尽力されました。
　鈴木先生は、心臓外科学の創世期
から現在まで、新しい術式、治療法を
開発するなど多大な貢献をされました。
特に「後天性心疾患の外科治療の開
発と確立」という観点から、日本医師
会医学賞を1996年に受賞されていま
す。翌1997年には、紫綬褒章を受章
し、 さらに2007年に文化功労者とし
て顕彰されました。 そして2010年10
月に、国家および公共的な業務に長

年従事し、功労を積み成績を挙げた
者として瑞宝重光章を受章、正四位
を叙位されました。
　研究業績として、「心臓人工弁の研
究開発および手術中の心筋保護法の
開発」では、弁膜症など極度に破壊さ
れた心臓弁疾患に対して、テフロン・
ファブリックからなる手作りの人工大
動脈弁により大動脈弁置換に成功し

（1960年5月4日）、初めて人工弁が人
類の心臓の中で生理的に機能するこ
とを証明されました。その後完成させ
た“Kay-SuzukiのDisk 型” 人工弁は、
現在に至る人工弁の基礎となってい
ます。「心筋梗塞、狭心症等の虚血性
心疾患に対する外科治療の開発と普
及」では、現在では一般化している内
胸動脈を使用した血行再建、内胸動
脈と大伏在静脈を併用した血行再建
術など、虚血性心疾患に対する外科
治療を開発されました。 現在、鈴木
先生の提唱した手術は世界で年間65
万例から85万例が行われており、 約
80万人の生命が救われているといわれ
ています。
　教育面でも多大な功績を残されてい
ます。本学医学部附属病院長また医
学部長時代には、6年制一貫教育の
新カリキュラムを作成、医学研究科生
体感染制御医科学系独立専攻系、大
学院医歯学総合研究科および大学院
医学系研究科保健衛生学専攻博士課
程の設置などでその中心的役割を果
たされました。
　国立大学法人への移行の際には、国
立大学協会において、第6常置委員
会（財政）、設置形態検討特別委員会
財務会計専門委員会に属し、ご活躍
されました。 国立大学全体の代表と
して、卓越した手腕をもって、適正な
財務制度の構築に多大なる貢献をし 

ており、その功績は特筆すべきものが
あります。ここに謹んで鈴木先生に哀
悼の意を表し、 ご冥福を心よりお祈
り申し上げます。
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28     23 22  21  16                    12  6   1

10
月

Topics

新
図
書
館
プ
レ
オ
ー
プ
ン

事
務
職
員
採
用
説
明
会

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
病
原
体
の
運
び
屋
で
あ
る
吸
血
ダ
ニ
に
対
す
る

生
体
防
御
の
仕
組
み
を
解
明
」烏
山
一 

教
授

➼
 

内
容
は
本
誌
p
12

−

13
を
参
照

全
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
〜
29
日
）

海
外
研
修
奨
励
金
贈
呈
式

教
養
部「
夏
の
公
開
講
座
」開
始

31     28          27   2  1     

7
月

図書館ロビー（M&Dタ
ワー3階）

創立記念日行事解剖体追悼式

2010年7月〜12月の主な出来事

24

歯
学
部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

8
月

第
26
回
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー（
15
、19
、22
、26
日
）

15 

11
月

故
鈴
木
章
夫
前
学
長 

お
別
れ
の
会

➼
 

内
容
は
本
誌
p
22
を
参
照

18 

12
月

口
腔
保
健
学
科
3
年
次
編
入
学
試
験

International Sum
m

er Program
 2010 : 

Infection and Im
m

unity

（
〜
8
日
）

第
25
回
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー

学
位
記
授
与
式

口
腔
保
健
学
科
3
年
次
編
入
学
試
験
最
終
合
格
発
表

大
学
院
保
健
衛
生
学
研
究
科
後
期
入
学
試
験

教
員
研
修
会

【
医
歯
学
融
合
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
進
捗
状
況
の
報
告
】

➼
 

内
容
は
本
誌
p
4

−

9
を
参
照

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
博
士
課
程
前
期
試
験

9
月

29          29 28 24 21   8        6   1
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Campus Information

2010年6月に県立千葉高校で行われた出張講義。

学では、高大連携を中期目標・
中期計画の1つとして掲げ、

2009年から活動を開始しています。
　県立千葉高校では、2010年6月25
日に、国際環境寄生虫病学分野の太
田伸生教授が出張講義を実施、高校
1年生を対象に魚を題材にした実習を
行いました。また8月2日には同校の1
年生15人が本学を訪問し、各研究室

（医学科2、歯学科2、難治疾患研究

所2）で実験や見学、研究発表会を行
いました。
　都立日比谷高校はスーパーサイエン
スハイスクール指定校で、野田政樹難
治疾患研究所前所長の時代から研究
室見学を行 ってきました。2009年か
らは医学科、歯学科も加わり、正式
な高大連携に発展しました。2010年は、
7月14日に3年生20人、7月15日に1、
2年生20人が本学を訪問し、研究室
に配属されています。 難治疾患研究
所15教室、医学科・歯学科それぞれ1
教室が対応し、3時間程度にわたって
教授との会話、実験室説明、研究説
明などが行われました。
　理科科目の中で、生物は最も進歩
の目覚しい分野です。 高校の生物の
教諭は「生徒に十分な現代的知識を

伝えられていない」との焦りと危機感
を持っているようです。例えば、高校
の指導要綱にはエピジェネティクスに
ついての記載がありません。教諭・生
徒に対して生命科学の面白さを伝達
するためにも、高大連携は重要な活動
だといえるでしょう。
　活動後のアンケート調査では、67％
から「とても有意義だった」、31%から

「有意義だった」との評価を受けました。
両校とも他大学との高大連携を実施
していますが、本学が一番人気と好評
を得ています。参加した学生の多くは、
進路として、医学、歯学、検査、看護、
薬学などに興味があるようです。本学
での高大連携はオープンキャンパスと
ともに、重要なアウトリーチ活動の1つ
として定着しつつあります。

本学における高大連携
連続した中等・高等教育とアウトリーチ活動

本

1956年3月 東京医科歯科大学
 医学部医学科卒業
1957年4月 東京米国陸軍病院インターン
1957年7月 米国ニューヨーク州
 アルバニー医科大学外科準レジデント
1958年7月　  米国オハイオ州クリーブランド市 

セントヴィンセントチャリティー病院 
レジデント

1963年7月　同病院心臓血管外科主任研究員
1968年4月   米国ミシシッピー大学 

医学部一般外科兼務チーフレジデント
1971年5月   同大学医学部外科准教授 

附属病院心臓血管外科部長
1974年9月 順天堂大学医学部教授
1983年2月 東京医科歯科大学医学部教授
1987年7月 東京医科歯科大学医学部附属病院長
1992年8月 東京医科歯科大学医学部長
1995年4月 東京医科歯科大学名誉教授
1995年8月 東京医科歯科大学学長

鈴木章夫前学長の主な経歴

1996年11月 日本医師会医学賞
1997年11月 紫綬褒章
2007年11月 文化功労者
2010年10月 瑞宝重光章、正四位

受賞等

渡海文部科学大臣（右）から顕彰状等を受け
る鈴木先生（左）於：ホテルオークラ。写真：

（株）文教ニュース社「週刊文教ニュース第
1958号」より転載。

2010年12月18日に本学で行われたお別れの
会で追悼の辞を述べる大山学長。

大学院医歯学総合研究科
発生発達病態学分野

学長特別補佐

　森尾友宏准教授




